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自らの夢実現にチャレンジする
グローバル・リーダーを
九州大学から輩出すべく、
我国におけるアントレプレナーシップ
教育モデルになることを目指します。

ROBERT T .  HUANG  ENTREPRENEURSHIP  CENTER  OF  KYUSHU UNIVERSITY

ANNUAL REPORT 2013-14 

ロバート・ファン博士

QRECは九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センターの略称です。

　本センターは、多様な分野におけるアントレプレナー育成を目指す教育・研究センターです。

すなわち利益追求型ベンチャーの起業に加え、社会的課題解決への取り組みや大企業に

おける新事業創造、あるいは学術機関や公的機関での新たなアイデア実現への挑戦など、

様々なアントレプレナー養成が目的です。そして学生たち自身の夢実現を応援するとともに、

九州大学から世界に羽ばたくリーダー人材を輩出することを使命としています。また、このことは、

わが国が目指すイノベーション人材育成の目標とも一致するものです。

　開講3年目の2 0 1 3年度は、新規開講6科目を含む2 4科目のアントレプレナーシップ関連講

義を実施しました。九州大学全学の学部一年生から大学院博士課程の学生までを対象に、

一貫的に体系的なアントレプレナーシップ教育を行う本センターのユニークな教育は、学生か

ら高い評価を得ており、2 0 1 3年度受講者数は6 0 2名（正規履修者数）と昨年度比2割近い

伸びとなりました。2 0 1 1年度開講以来、3ヵ年度の累積者数は、延べ1 , 4 1 8名となりました。

　授業運営面では、ワークショップ、グループディスカッションなどをふんだんに盛り込む双方

向授業を更に拡大するとともに、理論だけでなく現実社会の理解をすすめるための実務家ゲ

スト招聘も7 0数名に上りました。また、イノベーション人材育成を目指す他の国内外有力大学

との連携や、学内他部局との連携も大きく進展し、質の高い教育実現を目指すQRECの努力

は実を結びつつあります。また、正規講義のほか、昨今注目を集めるデザイン思考を取り入れ

たワークショップ、それに起業体験プロジェクトや国際シンポジウム開催等、数多くの斬新な

教育関連事業を実施しました。いくつかは地域住民も対象にしたもので、学生や地域住民に

対して大きなインパクトを与えることができました。

　本センターは、単にアントレプレナーシップ教育を実施するだけでなく、組織としてもあるべ

き教育手法の導入や開発にチャレンジする、改革者、挑戦者 (アントレプレナー)でもあろうと

考えています。このアニュアルレポートにより、本センターの活動を多くの方々に深くご理解頂く

とともに、様々なご意見やご示唆を頂戴したく思います。アントレプレナーシップ教育は未来を

切り拓き創造する人材を育成するものです。皆様のご支援ご協力をお願いいたします。
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使   命活動内容設立背景 特   色 QRECの育成する
アントレプレナー像目　標

QRECの主な活動は
次に挙げる　 つです。

アントレプレナーシップ教育、
MOT教育等の融合
広義のアントレプレナーシップ教育を目指し、
リーダー人材を育成します。

グローバル性重視
世界主要大学等と連携し、最適・最良のリソースと
交流機会を確保し、留学生の積極参加、国際関係
学部（構想）との連携等による国際的な教育を実施
します。

分野融合・多様性確保

日本で初めて、学部生、大学院生を対象とした一貫的、
体系的アントレプレナーシップ教育を提供します。

プラクティカル、産学連携
国際的な学生ネットワーク参加を奨励し、また双方向･
参加型の教育を目指します。具体的なプロジェクトを
用い、リアルな体験型教育を目指します。産業界と
積極的に連携し、人材や教育の場の提供を求め
実践的教育を目指します。

現代ニーズ対応

学部/大学院一貫の体系的
アントレプレナーシップ教育

新興国ビジネス、社会的起業等、
現代の多様かつ新たな動きに対応します。

先進的なアントレプレナーシップ関連教育を
提供することにより、九州大学から自立心、
向上心、グローバル意識を有し、積極的に新しい
価値創造にチャレンジする、世界に羽ばたく
リーダー人材を輩出します。

地域におけるアントレプレナーシップ醸成の
ハブを確立します。

ベンチャー起業に限らず、大企業、アカデミア
等を含む社会のあらゆる分野で、新たな価値
創造に挑戦する人材育成を目指します。

QRECでは、九州大学の全学学生を対象として、先進的で
体系的なアントレプレナーシップ教育を行うとともに、同教育
において定評のある国内外の大学等との連携を構築し、
教育・研究活動を行っていきます。

▶ベンチャー起業家
▶社会起業家
▶大企業における新事業実施者
▶公的機関における新政策企画・実施者
▶イノベイティブな大学研究者

世界を舞台に活躍する
リーダー人材の育成

［育成すべき人材像］

6

全学学生を対象とした先進的かつ体系的な
アントレプレナーシップ関連教育の提供

アントレプレナーシップおよび効果的な教育
法の研究・実施

アントレプレナーシップに関する社会・地域連携
活動の実施

アントレプレナーシップに関する情報発信、
国内外機関等との連携・交流実施

ベンチャービジネスに関する研究開発の支援

インキュベーション施設の運営と管理

これらの取り組みによって、リーダー人材育成、九州大学
の国際化促進とブランド力向上、社会連携（産学連携）
機能の強化等の実現を目指しています。

QREC概要1
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　　　州大学 ロバート・ファン/アントレプレナー

　　　シップ・センター（以下QREC）は、本学卒

業後渡米し、大成功をおさめたロバート・ファン博

士の本学百周年記念寄付をきっかけに、旧ベンチ

ャー・ビジネス・ラボラトリーを抜本的に改組・再構

築して2010年12月に設立されたアントレプレナー

シップに関する本格的な教育・研究センターです。

　QRECは、我が国に於いて新たな価値創造に

チャレンジする人材育成教育（アントレプレナーシ

ップ教育）や、研究や技術の社会での活かし方

を学ぶMOT（技術経営）教育、さらには、グロー

バル人材育成教育の必要性が高まってきたこと

を背景に、この課題に対する本学の重要な組織

的取り組みとして位置づけられ、発足しました。

九

新　　  興国ビジネスや社会的起業等、現代的な課題へ　　 の対応力養成も含めた、ユニークかつ国際的
競争力ある組織として、九州、日本はもちろんのこと、
アジアにおける本格的かつトップクラスのアントレプレナー
シップ教育・研究組織を目指します。

Global

世界の大学や企業等とネットワークを
結び、国際標準の教育カリキュラムを
目指すとともに、国際的な学生交流、
教員交流を積極的に進めます。また
留学生の積極的な参加を求め、多様
性のある環境を提供します。

Practical

座学による講義に留まらず、ケースス
タディや現実の起業家のゲスト講義、
具体的なプロジェクトベース教育、
双方向のディスカッション等、リアル
でインパクトのある講義を行います。
また産学連携を生かし、企業との
連携講義やインターン等を進めます。

Design

新しい社会的価値実現のためには、
問題が何かを探索し発見した問題解
決のための構想を立てることが必要
です。またその発想力や能力を高める
ことは、自らの夢実現にも繋がります。
QRECはそのようなデザイン力養成を
目指します。

ら機会を発見・創造して、目標と道筋を
構想する能力ある人材

たな価値創造に対して積極的に
挑戦する人材

人としての自立意識を持つ人材

会や世界を幅広く俯瞰できる知識と
能力を持つ人材（T字型人材、グローバル人材）

識を社会で活かす意欲と具体的価値を
創造する能力ある人材（MOT人材）

自
新
個

社
知

工学研究院、システム情報科学研究院、農学研究院、
芸術工学研究院、21世紀プログラム等、学内各部局と
相互連携した教育を企画・実施します。部局横断的な
プロジェクト企画や多様なバックグラウンドの学生融合
を図ります。
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沿
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革

1997 2004 2006 2007 2008

独
創
的
な
選
択
・
学
際
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
に
と
ん
だ
人
材
育
成

を
行
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、1
9
9
5
年
度
政
府

予
算「
大
学
院
を
中
心
と
し
た
独
創
的
研
究
開
発
推
進
経
費
」に
よ
り
設
置
。

総
長
裁
量
経
費
の
助
成
を
う
け
た
全
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
）と
し
て
開
始
。

文
理
融
合
型
の
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
企
画
。国
内
外
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を

招
聘
し
て
実
施
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
涵
養
や
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
の
醸
成
等
を
目
的
と
し
た
米
国

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
開
催
さ
れ
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

九
州
大
学
の
研
究
者（
教
員
・
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー・
研
究
生
・
学
生
）、ま
た
は
、そ
の
研
究

成
果
を
も
と
に
起
業
を
目
指
す
者
、起
こ
さ
れ
た
企
業
を
対
象
に
、産
学
連
携
棟
I
の

学
内
共
通
施
設
の
提
供
を
開
始
。

将
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
萌
芽
的
な
研
究
を
促
進
す
る
た
め
、学
生
が
自
ら
の

発
想
で
学
術
研
究
に
向
き
合
い
、独
創
性
、柔
軟
性
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
。

九
州
大
学
の
卒
業
生
、ロ
バ
ー
ト・フ
ァ
ン
博
士
の
百
周
年
記
念
寄
付
を
契
機
に
ベ
ン
チ
ャ
ー・

ビ
ジ
ネ
ス・ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー（
V
B
L
）を
抜
本
的
に
改
組
、再
構
築
し
て
設
立
。

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
稲
森
財
団
記
念
館
に
て
開
催
、ジ
ョ
ン・V・ル
ー
ス
閣
下（
元
駐
日
米
国
大
使
）、

文
部
科
学
省
、経
済
産
業
省
他
よ
り
ご
祝
辞
。

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
作
れ
る
か
ー
大
学
の
挑
戦
ー
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

学
内
の
全
学
教
育
、大
学
院
の
共
通
科
目
。平
成
26
年
度
現
在
、29
科
目
ま
で
拡
大
。

全
国
4 5
大
学
対
象
の
V
B
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
校
と
し
て
福
岡
に
て
開
催
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
組
織
の
好
例
と
し
て
掲
載
。

ベ
ン
チ
ャ
ー・ビ
ジ
ネ
ス・ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー（
V
B
L
）設
立 

＊
Q
R
E
C
の
前
身

チ
ャ
レ
ン
ジ
&
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン（
C
&
C
）開
始

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー（
現
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・セ
ミ
ナ
ー
）開
始

九
州
大
学 

ロ
バ
ー
ト・フ
ァ
ン
/

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・プ
ロ
グ
ラ
ム（
Q
R
E
P
）を
開
始

学
内
共
通
施
設
使
用
開
始

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ（
A
C
）開
始

ロ
バ
ー
ト・フ
ァ
ン
/

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・セ
ン
タ
ー
設
立

2010/12 2011/1 2011/4 2012/9 2013/6 2013/9

ロ
バ
ー
ト
・フ
ァ
ン
/

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・セ
ン
タ
ー（
Q
R
E
C
）

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

正
規
講
義
を
開
講（
16
科
目
で
ス
タ
ー
ト
）

全
国
V
B
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催

平
成
25
年
度
科
学
技
術
白
書
に
Q
R
E
C
教
育
が
掲
載

高
田
准
教
授
の
指
導
す
る
工
学
府
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
専
攻
の
学
生
グ
ル
ー
プ
が
米
国

エ
ネ
ル
ギ
ー
省（
D
O
E
）主
催
の"H

ydrogen Student D
esign C

ontest 

2013"

で
最
優
秀
賞
受
賞

Q
R
E
C
教
員
指
導
の
学
生
達
が

米
国
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
で
優
勝

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
3
日
間
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
使
用
言
語・英
語
）を

世
界
11
カ
国
の
教
育
者・参
加
者
を
集
め
て
、福
岡
に
て
開
催
。Q
R
E
C
の
初
め
て
の
試
み
。

※
International W

orkshop on E
ntrepreneurship E

ducation

（IW
E
E

）

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る

3
日
間
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

沿　革

設立・開始年

組
織
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
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組
織（
コ
ア
教
員
・
非
常
勤
）

組
織（
コ
ア
教
員
・
非
常
勤
）

Ｑ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
講
師
陣

Ｑ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
コ
ア
教
員　 准教授

教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
副センター長

●専門分野　
アントレプレナーシップ、
経営戦略論

五十嵐 伸吾

准教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

●専門分野　
産学連携マネジメント、
技術経営（ＭＯＴ）、
アントレプレナーシップ

高田　仁

准教授
ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター
センター長補佐
分子システムデバイス
国際リーダー教育センター
●専門分野　
経営戦略論、組織開発、
社会システム理論、フロー理論、
アントレプレナーシップ教育

牧野 恵美

准教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

●専門分野　
イノベーションマネジメント

朱　穎

准教授

芸術工学研究院 
デザインストラテジー部門

●専門分野　
インクルーシブデザイン、
デザイン思考、
生活空間デザイン

平井 康之

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター 
センター長

産学連携センター/副センター長

●専門分野　
地域経済政策、
アントレプレナーシップ、産学連携

谷川　徹

特任准教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
センター長補佐

●専門分野　
起業、ベンチャー経営

玉置 浩伸

准教授

教授

大阪市立大学大学院
経営学研究科　

山田 仁一郎

教授

九州大学
産学連携センター

谷口 博文

早稲田大学
大学院商学研究科
早稲田大学
ビジネススクール
　

東出 浩教

株式会社野村総合研究所　
常務執行役員
コンサルティング事業担当　
コンサルティング事業本部長
　此本 臣吾

NPO法人　
産学連携推進機構理事長
　妹尾 堅一郎

スリーロック株式会社　
代表取締役社長

ジェフリー・シュナック

Q
R
E
C
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
委
員　

Q
R
E
C
運
営
委
員
会
委
員

基幹教育院長代理

若山 正人 教授

工学府　学府長

山田　淳 教授

生物資源環境科学府　学府長

平松 和昭 教授

QRECセンター長

谷川　徹（産学連携センター教授/副センター長）

医学系学府　学府長

片野 光男 教授

人間環境学府　学府長

箱田 裕司 教授

芸術工学府　学府長

石村 真一 教授（2013年9月30日まで）
安河内 朗 教授（2013年10月1日～現在まで）

経済学府　産業マネジメント 専攻長

平松　拓 教授

QREC副センター長

五十嵐 伸吾 准教授

シネックス・コーポレーション 創業者、前会長
シネックスインフォテック株式会社 代表取締役会長
スリープログループ株式会社 取締役会長
九州大学 名誉博士  

ロバート・ファン 博士

ウエルインベストメント株式会社 取締役会長
日本ベンチャー学会元会長、現顧問
早稲田大学 名誉教授 商学博士

松田 修一 博士

スタンフォード大学　教授
アジア・米国技術経営研究センター 所長

リチャード・B・ダッシャー 博士

Kauffman Fellow Program　
マネージング ディレクター（グローバル連携担当）
Sozo Ventures マネージング ディレクター

中村 幸一郎

株式会社はせがわ 代表取締役会長
公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会 顧問

長谷川 裕一

住友商事株式会社 代表取締役 専務執行役員
コーポレート・コーディネーション グループ長

株式会社サンブリッジコーポレーション 
代表取締役会長兼グループCEO
初代日本オラクル代表

アレン・マイナー

株式会社朝日新聞社 編集委員 
報道局 科学医療部

阿部 康行

株式会社エス・エム・エス 代表取締役社長

高橋 真理子

諸藤 周平

（2014年3月末現在）

（敬称略）

（2014年3月末現在）

（
敬
称
略
）

組織3

（非常勤）

（客員教授）

教授

立命館大学経営学部
副学部長

黒木 正樹
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［プログラム１日目：９月4日（水）］

SYNNEX Corporation 創業者/前会長 スリープログループ株式会社 取締役会長

ロバート・ファン博士（Dr. Robert T.Huang）

アントレプレナーシップ教育への期待 
―私のアントレプレナー人生から―

台湾交通大学 電子工学部教授　産業化加速・特許戦略センター長
台湾ビジネスインキュベーション協会会長　AUTM副会長補佐
チン・ヤオ・ファン博士（Dr.Ching Yao Huang）

起業教育と大学付属インキュベータとの
連携によるベンチャー創造

東京大学 産学連携本部 教授/イノベーション推進部長
各務 茂夫 博士

日本のアントレプレナーシップ教育における
ビジネスプランコンテストの活用と展開 
―東大の事例から―

ソニー・コンピュータ・サイエンス研究所　アソシエイト・リサーチャー
See-D Contest 代表、前 D-Leg代表　マサチューセッツ工科大学D-Lab 講師
遠藤 謙 博士

See-D Contest の目指すもの 
―途上国の課題解決と技術、アントレプレナーシップ―

Organizer & Faci l i tator ,  Startup Weekend Germany

ダニエル・バーテル氏（Mr. Daniel Bartel）

アイデアをビジネスにする５４時間 
―”Startup Weekend”のインパクトと人材育成への応用― 

九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター 副センター長/准教授
五十嵐　伸吾

これからのアントレプレナーシップ
教育カリキュラム体系のあり方を問う
―九州大学QRECの取り組みから―

NUSのアントレプレナーシップ教育について 
―ナレッジエコノミーの担い手を生み出すNUS の人材育成とは―

デザイン思考教育の実際 
―スタンフォード大学d.schoolの事例から― 

デザイン思考によるビジネス創造、イノベーション創造

シンガポール国立大学 アントレプレナーシップ・センター センター長/教授

ポー・カム・ワン博士（Dr.Poh Kam WONG）

九州大学大学院システム情報科学研究院 准教授 
グラミン・コミュニケーションズ プロジェクトディレクター

アシル　アハメッド博士（Dr.Ashir Ahmed）

IDEO East Asia/マネージング・ダイレクター　IDEO東京オフィス代表
サンジン・リャン氏（Mr.Sungene Ryang）

アールト大学インターナショナル・デザインビジネスマネジメント専攻（IDBM）教授
ピーター・マックグローリー博士（Dr.Peter McGrory）

気づき、アイデア創出から
イノべーション創出まで

［プログラム２日目：9月5日（木）］

知識・方法論より
具体的アクションへ

総括と各地域の現状確認

大学の技術から途上国の課題解決ビジネスへ創造の試み 
―IT 技術の活用によるBOP ビジネスの展開―

［プログラム３日目：9月6日（金）］

開会挨拶

基調講演

ワークショップI

事例報告I

ワークショップII

ワークショップIII

ワークショップIV

ワークショップV

ワークショップVII

ワークショップVI

事例報告II

パネルディスカッション

九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター センター長/教授

谷川 徹

　9月に3日間のアントレプレナーシップ教育に関する国際

ワークショップを開催しました。

　これからのアントレプレナーシップ教育について、教育

手法や教材、育成すべきアントレプレナー像などを、各国の

教育関係者が経験を持ち寄り、今後の目指すべき方向に

ついて理解を深めることを目的として開催しました。

■テーマ／アントレプレナーシップ教育3.0  ―国や地域のイノベーション創造とアントレプレナーシップ教育の役割、課題―
■パネラー／各務 茂夫博士　Mr.Suatragool Khowinij　Dr.Asep Mulyana SE.MCE　Ms.Lay Cheng Tan　
■モデレーター／QRECセンター長  谷川 徹

国際ワークショップを
終えて
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九州大学 QREC 主催　アントレプレナーシップ教育に関する

「世界のアントレプレナーシップ教育のベストモデルを共有する試み」
－イノベーションを生み若者の夢を実現するアントレプレナーシップ教育とは－

Interna t i ona l  Workshop  on  Entrepreneursh ip  Educa t i on（IWEE）
国際ワークショップの開催 すべて英語で行われました。

All English

◆開催期間／９月４日（水）～６日（金）の3日間　

◆場所／西鉄グランドホテル ２階 鳳凰の間

◆参加対象者／アントレプレナーシップ教育関係者 54名

◆言語／英語（同時通訳なし）　

◆後援／日本ベンチャー学会、福岡市、福岡県、在福岡米国領事館等

アメリカ　インドネシア　タイ　フィンランド　ドイツ　マレーシア　中国　シンガポール　台湾　バングラデシュ　日本

●アントレプレナーシップ教育の在り方につき、世界の教育者と意見交換することができ、今後の在り方の認識を共有。
●QRECのアントレプレナーシップ活動を世界に発信することができ、QRECの認知度が向上。
●ユネスコとの関係強化に繋がり、アントレプレナーシップ人材育成のフィールドが拡大。

2 0 1 3年度のトピック4

国際色豊かな招聘者 さまざまな国、地域からご参加頂きました。
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デザイン思考を取り入れたイノベーション ワークショップを
IDEO Tokyoと共に九州で初開催。 新興国「バングラディシュ人民共和国」現地での

１週間の滞在型フィールドワーク。

テーマ ： インフラ/食/おもてなし/自然/エンターテインメント

多様性が生む「福岡の未来」 劇を交えてアイデアを表現

開催日： 9月17日（火）/ 9月24日（火）～26日（木） ４日間
場　所： 九州大学 大橋サテライト
1日目：デザイン思考・イントロダクション
2日目：観察（ユーザ調査）
3日目：アイデア展開（課題、拡散、収束）
4日目：ラピッドプロトタイピング、プレゼンテーション、振り返りとまとめ

オリエンテーション 6/29（土）,6 / 3 0（日）,7/14（日）
福岡市 ○途上国問題学習

○デザイン思考学習
○フィールドワーク演習

8 / 1 6（金） ̶  8 / 2 5（日）
○フィールドリサーチ/グループ討議
○仮説検証/プロトタイプ作成
○村民と交流会/現地発表
○モハメド・ユヌス氏と会談

8 / 3 1（土） ̶  9 / 7（土）
○振り返り
○実用化案評価

9 / 2 1（土）
○提案の発表・審査会

バングラディシュ

福岡市

福岡市

現地研修

フォローアップ

審査会

＊デザイン思考とは

アントレプレナーシップ教育を専門とするQRECと
デザインの研究・教育を専門とする芸術工学研究院が共同で開始。
九州大学独自のイノベーション人材育成プログラム。

デザイン・シンキング 新興国アントレプレナーシップ・プログラム

IDEO Tokyo 　　 九州大学 / イノベーションワークショップ 新興国が抱える課題の解決へ
デザイン思考でチャレンジする。

BOP市場で持続可能な４つのビジネスモデルを提案

　世界で活躍できるイノベーション人材の育成を目指し、イノベーションを
生み出す手法として注目されている「デザイン思考」を教育プログラムに
取り入れました（主として英語を使用）。
　ファシリテーション、ラピッドプロトタイピング、チームワーク、アイデア発想
手法等，イノベーション実現に必要な基本スキルを学びました。

　全学から選抜した20名の学生たちに、Base  o f  Py r am i d
（BOP）と呼ばれる開発途上国の農村に暮らす人々と直に
接する機会を提供しました。一週間の観察から課題を発見し、
新たな製品やサービスを考え、更に現地での持続可能なビジネス
モデルの提案を行いました。

　経済、デザイン、工学、法律など多様な専攻から集まった学生が、
アドバイザーのSee-D、グラミングループ、そして現地の生活者の
サポートを受けながら４つのユニークなビジネスプランを提案。

全学４０名の学生が５チームに分かれ、各テーマのもとユーザ調査から
プレゼンテーションまで一連の流れを体験し学ぶ４日間の集中授業。

ユーザの視点に立ち、チームで課題を発見し、解決法を考え、
プロトタイプの作成で提案を可視化するアプローチ

テーマごと、商業施設や駅、公園などへ訪
れ、自分たちが実際に感じたことや生活者
との対話から「気づき」を収集しました。

学生たちの様々な専門性に加え、留学生や社
会人経験者を交えた多様なメンバーがアイデ
アを出し合うことで、朝屋台のサービスや、都
心で遊べる総合アウトドアレジャービルなど、
ユニークなデザインが生まれました。

チームのアイデアを原寸サイズのプロトタ
イプで表現し、劇を交えてプレゼンテーシ
ョンしました。

リサーチ結果をチームで共有．ビジュアル
資料も用いながら、課題の関係性を俯瞰し
て整理しました。

ルールに基づきながら無数のアイデアを発
散し、フォーマットで補いながらコンセプト
を固めていきました。

アイデアをプロトタイプで表現します。レゴ
や段ボールを使って試しながら考え、物語
を組立てていきました。

世界的デザイン企業。アメリカ合衆国カリフォルニア州に
本拠を構えるデザインコンサルティング会社。今回は
東京オフィスから４名をファシリテーターとしてお招きしました。

デザイン思考を学び、起業家精神を育む。 開発途上国での体験学習をもとにしたイノベーション人材育成。

design research & inspi trat ion synthesis & strategy brainstorming &concept development

D E S I G N  T H I N K I N G  P R O C E S S

O U T P U T

ENTREPRENEURSHIP DESIGN

I n  B a n g l a d e s h

1 2 3 4
prototyping &storytel l ing

福岡の「〇〇」の未来をデザインする  Designing the Future of Fukuoka

国内教
育機関

初の試
み！

　途上国における適正技術、サービスの実現を目指して、現地でのフィールドワーク
（観察）を行い、グループ単位でブレインストーミング、帰国後、プロトタイプ作り、発表
というプロセスを体験する正規授業。

Bio-Plant 5S
エネルギー

ICTeachers
教育

Project Vege-Table
医療・保険

AMI DHONNOBAD
食・農業

デザイン思考を取り入れたPBL的プロジェクト　※PBL:Project-Based Learning

2 0 1 3年度のトピック（特色ある授業）4



　九州大学の学生だけでなく、地域社会からの幅広い要望に応えるべく、学外の学生や一般
の方の参加も可能なイベントやワークショップを開催し、地域社会の活性化に寄与しています。
　2013年度は、グローバル化を意識したセミナー等を各種開催しました。

▶アントレプレナーシップ教育に関する国際ワークショップ（IWEE）を全て英語で開催。
▶日米両国で上場を果たしたバイオベンチャー メディシノバのセミナーを開催。
▶アジアに展開する 和僑”の活躍に学ぶとして、グローバル/チャレンジの重要性をリアルに
　体験している方のディスカッション形式のセミナーを開催。
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　育成すべき人材像に基づき、先進的なアントレプレナーシップ教育を行っています。
教育内容はもちろんのこと授業内容においても、ワークショップ形式によるディスカッション
主体の双方向授業、PBL授業、ITを活用した授業等先進的な教育をしています。　
　2013年度は、次の新しい教育の試みを行いました。

▶新規に6科目開講、全24科目の正規講義を全学部生・学府生向けに開講。
▶起業にとどまらず様々な出口に対応できるよう実践的な科目を開講。
　　新興国アントレプレナーシップ、コーポレート・アントレプレナーシップ等
▶新しい教育手法であるデザイン思考を取り入れた講義を開講。
　　デザイン・シンキング、新興国アントレプレナーシップ
▶全て英語で行う科目を開講。
　　テクノロジー・マーケティングII（English）
▶新しい教育手法を取り入れた教育プロジェクトを開始
　　レゴ・ブロック等を活用したシリアスプレイ体験ワークショップを開催。

　QRECの教員数を増加し、各専門分野でさまざまな研究活動を行い、日本国内だけでなく
海外での研修派遣、学会参加等、積極的に行っています。
　2013年度は、世界各国より教育者・参加者を集め、QRECの初めての試みであるファカルティ
デベロップメントの一環ともなるアントレプレナーシップ教育に関する国際ワークショップを開催し、
世界のアントレプレナーシップ教育に関する意見交換を行いました。

▶３日間の国際ワークショップ（IWEE）を福岡にて開催。

　
　その他、各分野にて学会参加、発表、論文執筆やLEGO Serious Play™ Method研修に
参加しました。

　QRECでは、大学にない外部リソースの活用を図るべく、国内外組織と積極的に提携・
連携を試みています。また、学内主要部局との連携の強化を図っています。
　2013年度は、主に下記の学外、学内連携を行いました。

▶日本創生ビレッジ（三菱地所）と共同シンポジウム実施、インターン派遣
▶IDEO（東京）との共同授業　他
▶芸術工科大学院と連携
▶工学部、工学研究院と連携
　また、授業での提供ツールやIT環境の充実を図るべく、環境整備を行っています。
▶ホームページでの英語による情報発信の充実（留学生受講者へ積極的な発信）

各項目の詳細については、P.14よりご覧ください。

2 0 1 3年度スケジュール 活動概要6
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★QREC履修の手引2013配布開始

★QREC運営委員会開催（5/21）

★QRECアドバイザー会議開催（7/8）

★第9回全国VBLフォーラム（9/28-29）

★QREC運営委員会開催（12/17）

★イノベーション教育学会参加
　（3/10-11）
★QRECアラムナイ kick offミーティング
　（3/14）

◆QREC主催 アントレプレナーシップ
　教育に関する国際ワークショップ
　（9/4-6)

◆QREC/KASTEC連携
　バイオベンチャー・セミナー（12/16）

◆アジアラウンドテーブル（3/21）

●五十嵐准教授
　・米国ユタ州：ユタ大学他、アントレプレ
　 ナーシップ教育プログラム調査
　・スウェーデン：チャルマース工科大学他、
　 QRECとの提携・情報交換。
●谷川教授・五十嵐准教授
　・デンマーク：3E Conferenceに参加

●谷川教授・高田准教授
　・シンガポール：National University 
　 of Singapore（NUS）にて行われる
　国際共同研究の為のワークショップ
　 参加・情報収集
●谷川教授
　・タイ：JICA主催 Industry Collaborat　ion 
　 Seminarに参加でパネラーを務める

●牧野准教授
　・米国：73rd Annual Meeting of the 
　 Academy of Managementに参加

●玉置特任准教授
　・米国：4th Annual  GW Globa l  
　 Entrepreneurship Conference
　 にて研究発表

●五十嵐准教授
　・フィリピン：ビートフィリピン社長インタビュー
●谷川教授
　・米国：イリノイ工科大学デザインスクー
　 ル訪問、連携可能性調査

●谷川教授
　・台湾：UIRC 共同プロジェクWorkshop参加
●谷川教授、牧野准教授
　・マレーシア：3rd INESCO-APEID 　
　 Meeting on Entrepreneurship 　
　 Education参加・意見交換・情報交換

●五十嵐准教授
　・韓国：Startup Weekendについて
　 打ち合わせ

●谷川教授
　・米国：AUTM 2014 ANNUALCon　
　 ference参加
●五十嵐准教授
　・スウェーデン：大学・政府機関訪問

●牧野准教授
  ・タイ：Social Innovation Program 　
　 for Educatorsに参加
●谷川教授
　・オランダ、スェーデン、フィンランド：ア
　ールト大学他、QRECとの今後の提携
　等について意見交換
●五十嵐准教授
　・スェーデン、フィンランド、ドイツ：チャル
　マース工科大学他、QRECとの今後の
　提携等について意見交換・情報収集

●五十嵐准教授
　・スェーデン、スペイン：The Entrepre
　 neurial Ecosystem Festival - the 
　 2013 Elumni Conference
●五十嵐准教授、牧野准教授
　・LEGO Serious Play Method 
　 Madrid/Spainに参加

5

■教育 ◆社会連携 ●研究 ★組織・運営

■QREC2013年度前期講義開講

■C&C2012総長賞受賞式（5/10）
■QREC主催ワークショップ開催「レゴ・
　ブロックを活用した共創の技術、シリア
　スプレイ体験ワークショップ」（5/12）
■C&C2013審査会（5/23）

■AC審査会（6/20)

■前期学生アセスメントミーティング　
　開催（7/25）

■学生インターンシップ
■新興国アントレプレナーシップ 
　バングラデシュ研修実施（8/16-25）

■IDEO連携 
　デザイン・シンキング集中講義
■デロイトトーマツコンサルティング　
　（株）連携QREＣサマーキャンプ2013
　（9/18-20）

■QREC2013年度後期講義開講
■QSHOPビジネスプラン発表会
　（10/30）

■QSHOP九大祭 模擬店運営
　（11/23-24）

■QSHOP監査・株主総会（12/18）

■C&C2013成果報告会（2/24）
■AC2013成果報告会（2/25）

■第9回QREPシリコンバレー研修実施
　（3/2-8）
■2013年度非常勤講師 意見交換会
　（3/18）
■初のQREC修了証授与
■後期学生アセスメントミーティング　
　開催（4/8）
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講義（全学教育、大学院共通教育）

教育評価

QREC講義開講（２４科目：前期７,後期１１,継続１８,新規６）

教育関連プロジェクト

教育関連イベント

教育のデジタル化

●ロバート・ラスムセンコンサルティングと協力し、レゴ・ブロックを活用した協創の技術、シリアスプレイ体験ワークショップを開催しました。

●九州大学/産学連携センター（KASTEC）と連携し、日米両国で上場を果たした米国発創薬ベンチャー、MediciNova Inc.（メディシノバ）の創業者をお迎えし、
　バイオベンチャーの成長戦略に関するセミナーを開催しました。

●2年目となるデロイト・トーマツ・コンサルティング社の提供によるコンサルティング体験サマーキャンプ（３日間のワークショップ）を実施しました。また、
　その他のプロジェクトでは、九大生対象のビジネスプランコンペ チャレンジ&クリエイション（C&C）や、論文コンペ アカデミックチャレンジ（AC）、
　九大祭起業体験プログラム（QSHOP）等を実施しました。

　QRECの大半の講義においては、一方的に講師の授業を聞く座学方式
ではなく、講師との双方向の対話やグループディスカッション、学生の発表機
会を設ける参加型講義（ワークショップスタイル）を取り入れています。
　授業時間も全て２コマ連続180分としており、学生が自ら考え行動する習
慣をつける方式をとっています。

　QREC主催アントレプレナーシップ教育に関する３日間の国際ワークショップ（IWEE）を開催し、世界のアントレプレナーシップ教育のベストモデルを共
有する試みを行いました。

斬新な教育手法

　学生の利便性と履修機会を確保する為、
九州大学が提供するキャンパス間学習支援
システムを使用して、箱崎・伊都・大橋・筑紫
の４キャンパスに映像を同時配信する講義を
１科目追加し、合計９科目で遠隔講義を実施
しました。

［遠隔教育の実施］2013年度は、9科目

［ワークショップ形式］

　QRECでは、現実の社会で活躍している実務家（起業家の他、産官学
の現場で活動している方）を招聘した講義を多数行っています。教室での
講義に加え、実務家の経験に基づくお話などリアリティのある講話により、
学生の理解を促進させるためです。
　2013年度は、アントレプレナーシップ・セミナーII、デザイン・シンキング等
の講義以外にもイベントやワークショップで延70数名の方にゲストとして
九州大学にお越し頂きました。

［実務家の招聘講義］

　実際に発生した事実やより実際に近い具体的なモデルを学ぶ為、
基礎編と位置づけているアントレプレナーシップ・マネジメントI・IIや実
践編の複数の授業では、ケースを使用した授業を行いました。一部で
は英語によるケースを使用しています。

　QREC講義の質の向上を図るべく、いくつかの教育評価手法を取り入れています。

［ケーススタディ］

　ユーザーの視点に立ち、チームで課題を発見し、解決法を考え、プロト
タイプの作成で提案を可視化するアプローチである「デザイン思考」を
多くの教育プログラムに取り入れました。
（2013年度対象授業：デザイン・シンキング、新興国アントレプレナーシップ、
アイデア・ラボI 等）

［デザイン思考の取り入れ］

　QRECのカリキュラムにおいて実践編に位置づけている講義や、様々
な教育関連プロジェクトにおいては、知識として講義を受けるだけでなく、
アイデアや技術を実社会でどのように具体的な価値として実現していくか
を学ぶ為、少人数のグループで、実践的に学ぶPBLの手法をとる科目を
増やしています。
（2013年度対象授業：新興国アントレプレナーシップ、地域政策デザイン論、
ハイテク・アントレプレナーシップ）

［PBL（Project Based Learning）］

　九州大学が2011年秋に導入したWebネット
ワークによる学習支援システムBlackboardをい
ち早く導入、QRECは全科目で対応しています。
　学生からの出席カードやアンケート・レポートの
提出、各講義のシラバス・講義資料を教職員、受
講学生で共有しています。

［Web学習システムの活用拡大］
　学生の皆様に必要情報が届きやすくなるよ
うにメニュー形式を変更しました。
　また、英語での授業を始めたことにより留学
生の受講生が増加傾向であること、国際的な
イベントの開催に伴い、英語のコンテンツの改
善を図りました。

［QRECホームページの改善］

QREC主催 3日間のアントレプレナーシップ教育に関する国際ワークショップ

QREC/KASTEC連携　バイオベンチャー・セミナー

「世界のアントレプレナーシップ教育のベストモデルを共有する試み」

「日本人は世界で最もチャレンジ精神がない国民か？！」

一世界を変えるバイオベンチャーの成長戦略一

一イノベーションを生み若者の夢を実現するアントレプレナーシップ教育とは一

　これからのアントレプレナーシップ教育について意見交換、情報共有することを目的に開催しました。アントレプ
レナーシップの教育手法や教材、育成すべきアントレプレナー像などにつき、世界各国の教育関係者が経験を
持ち寄り、今後目指すべき方向につき理解を深めました。当日は、全て英語で行い、54名の方にご参加頂きました。

　QRECと九州大学/産学連携センター（KASTEC）は、Medic i  Nova Inc .（メディシノバ）の創業者で
代表取締役社長兼CEOの岩城 裕一氏（南カリフォルニア大学医学部教授）をお招きし、同社の創業から現在に
至るまでの成長の軌跡をお話し頂き、バイオベンチャーの成長戦略のあり方、アントレプレナーシップの持ち方等を
ご講演頂きました。

QREC・KASTEC主催　2013年度アジアラウンドテーブル

［同時開催］九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）成果報告会
　　　　　　 一シリコンバレーに学ぶ日本ビジネス海外展開大作戦一

　アジアにおいて起業し事業展開している方（“和僑”）をお招きし、海外での起業を含めた、グローバル・チャレ
ンジの重要性、アジア、米国，両面からアントレプレナーシップを議論しました。また、QREPに参加した九州大学
と早稲田大学の学生による成果報告会も開催しました。

教育■
　PDCAサイクルによるQREC講義の質的向上を目指し、大学の学務部
が実施する全学教育のアンケートだけでなく、QREC独自に様々な観点
からの学生教育評価アンケートを、全科目において実施しています。

［学生の教育評価アンケート］

　アンケートだけでは把握できない学生の意見、評価を確認するために、
学生アセスメントミーティングを年２回実施するよう拡大しました。
　2013年度は、7月と翌年4月に開催し、計12名のQREC科目履修学生
にご参加頂き、多くの貴重な意見、情報を収集しました。

［学生教育評価ミーティングの実施］

　収集したQREC科目履修学生の成績や所属、アンケート内容などの相
関関係を分析するとともに、修了証発行要件の確認など、教務事務効率
化のためのシステム開発を終え、運用を開始しました。

［教育アセスメント分析システム開発／運用開始］

2011年の開講以来、初めての修了証を１名の学生に発行しました。
［QREC修了証発行］

社会連携◆

一アジアに展開する“和僑”の活躍に学ぶ一

活動詳細6
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組織戦略関係

　大学にない外部リソースの活用、外部ノウハウの導入等関係構築を行いました。また、学外組織連携、ネットワークによる活動領域の拡大を行い、
学生の学外・九州外・海外での経験場所の確保を行うために連携先の拡大を今後も継続中です。

QRECの広報と情報発信のため、また、学生他ユーザーへのサービス向上と浸透のため、下記の活動を行いました。

■日本創生ビレッジ（三菱地所）と共同シンポ実施、インターン派遣

■サンブリッジ・インターナショナル（米国）との提携関係を継続

■IDEO（東京）と共同授業（デザイン・シンキング講義開始：FY2014は拡大）

■デロイトトーマツコンサルティング提供　サマーキャンプ実施

■フィンランド アールト大学との連携関係交渉中

［国内外組織との提携・連携等］

組織運営関係
［広報・情報発信関係］

授業での音声・動画配信の充実を図るため、シリコンバレールームにスピーカー、および、iPad等の接続端子を設置しました。
2011年度に整備したイントラネット（サイボウズⓇ）の活用を継続しています。

［組織効率化・教育環境の整備］

学内研究室（３室）のほか、大学発ベンチャー企業（２室）へスペースを賃貸しました。
［インキュベーション施設の運営と管理］

QRECの持つノウハウ、教育効果（アントレプレナーシップ、マネジメント等）の学内他部局での活用を図りました。
［学内主要部局との連携］

研究● 組織・運営★

教員の研究活動

研究技術計画学会評議員、日本ベンチャー学会理事、イノベーション教
育学会幹事、地域活性学会九州支部副支部長、日本知財学会会員、
日本地域学会会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国際共同研究、「産学連携活動と論文等学術成果ならびにイノベー
ションとの相関に関する研究」（オランダのライデン大学、シンガポール
国立大学､他アジアの大学研究者との共同研究）に参加し研究中。

谷川 徹 教授
専門分野：地域経済政策、アントレプレナーシップ、産学連携　　　

高田 仁 准教授（経営学研究院）
専門分野：産学連携マネジメント、技術経営（MOT）、アントレプレナーシップ　　　

「アントレプレナーシップ入門～ベンチャーの創造を学ぶ」
（忽那 憲治, 長谷川 博和, 高橋 徳行, 五十嵐 伸吾, 山田 仁一郎 (著)、
有斐閣ストゥディア、2013年12月）
アントレプレナーシップの理論と事例の組み合わせによる独習が可能なテキスト

五十嵐 伸吾 准教授
専門分野：アントレプレナーシップ、経営戦略論

［著書執筆（共著）］

「スウェーデンのアントレプレナーシップ教育の調査研究～ストックホルム、
ヨーテボリ、ルンド、ウプサラ4か所の比較検討」
スウェーデンの先進的な４地域のアントレプレナーシップ教育の比較調査。
地域特性に即した教育の目的と教育方法への示唆

［学会発表］

ソーシャルイノベーションデザイン：インクルーシブデザインとデザイン思考の
研究

「知覚を刺激するミュージアム」
平井 康之、藤 智亮、野林 厚志、真鍋 徹、川窪 伸光、三島 美佐子、
学芸出版・2014年3月

●INCLUDE ASIA2013にてThe Include Asia Conference 　
　Awardsを受賞（2013年6月）。
●ユニバーサル都市・福岡賞最優秀賞
　「こどもおくすり手帳けんこうキッズ」
　（こども×くすり×デザイン実行委員会・2013年10月）
●ＩＡＵＤアウォード2013入賞
　「みんなの美術館プロジェクト」
　（インクルーシブ×デザイン×美術館実行委員会・2013年11月）

玉置 浩伸 特任准教授
専門分野：起業、ベンチャー経営

1. 玉置 浩伸, 出身企業における破綻等の問題が起業家に与える影響に
関する考察―2001年以降のIPO企業を対象として―、日本ベンチャー
学会、 2013.09.

［主な研究テーマ］ 
破綻企業出身の起業家、ベンチャーファイナンス

［主な研究テーマ］ 
科学技術の商業化とアントレプレナーシツプ

［論文］ 

［学術論文］ 

1. Hironobu Tamaki,  The influence of devastating events at prior 
employers on nascent entrepreneur, Global Entrepreneurship Confer-
ence at George Washington University, 2013.10.19.

Makino, E., & Nakamura, J. (in Press). Embodied Ethics: A Mentoring 
and Modeling Approach to Ethics Training. In L. E. Sekerka (Ed.), 
Ethics Training in Action: An Examination of Issues, Techniques and 
Development (pp. 311-328). Charlotte: Information Age Publishing.
Makino, E. (2013). Appreciative Inquiry summits and organizational 
knowledge creation: A social systems perspective. (Doctoral Disserta-
tion), Claremont Graduate University.   

1. "Design proposal for hydrogen refueling infrastructure deployment 
in the Northeastern United States" International Journal of Hydrogen 
Energy, In Press.
2. Study of the Process of University Technology Commercialization: 
The Roles and Effects of Educational Courses,International Journal of 
Engineering Innovation and Management, Volume 1, Issue 1, Novem-
ber 2011

朱 穎 准教授（経済学研究院） 
専門分野：イノベーション・マネジメント、組織学習 　　　

Ei Shu and A. Y. lewin. 2014. Low power actor reshaping regulatory 
environment : Honda and emission control in Japan, Duke University 
CIBER Discussion Paper (Accepted by the Annual Meeting of 
Academy of Management)　（Duke大学 A.Y. Lewin教授との共著）

［学会発表］ 
Ei Shu. 2013. "Cognitive shift and development of dynamic capability: 
Evidence from Japanese Automobile Industry," in the session of New 
directions in strategic management by Japanese firms, Academy of 
Management Annual meeting, Orlando.            

［主な研究テーマ］ 

［著書執筆（共著）］ 

［受賞］ 

平井 康之 准教授（芸術工学研究院） 
専門分野：インクルーシブデザイン、デザイン思考、生活空間デザイン

［学会発表］ 

牧野 恵美 准教授
経営戦略論、組織開発、社会システム理論、フロー理論、
アントレプレナーシップ教育

［主な研究テーマ］ 
多様なステークホルダーを巻き込む事業開発方法論

専門分野：

＜継続的連携＞
■システム情報科学研究院 社会情報システム工学コース（QITO）との連携
　　QREC科目が推薦科目、QREC教員がQITOアドバイザーとなっています。

＜新規連携＞
■芸術工科大学院（デザインストラテジー等）と連携
　　共同講義を開始、芸術工科大学院の教員がQREC科目の複担になりました。

■工学部、工学研究院（応用化学）と連携
　　リーディング大学院予算獲得支援、及び、講義を担当しました。
　　工学部（物質科学）の一部必須科目を、QREC教員が担当しました。

■QRECのウェブサイトの運営と充実
　　掲載内容の拡大とユーザーインターフェイスの変更　英語版での広報の充実

■QRECのFacebookの活用

■QRECパンフレット（日・英）の更新・配布

■履修の手引のリニューアル・配布
　　QREC教育内容の広報　学生に対して分かりやすさに配慮した改訂

■2012-2013 アニュアルレポート（日・英）の作成、配布
　　QREC活動の広報

活動詳細6

QRECアラムナイ（同窓会）Kick Offミーティングの第一回を東京にて開催しました。
約35名のOB・OGの方々にお集り頂き、卒業後もQRECで学んだことを忘れず、かつ、人的ネットワークを維持することを目的に開催しました。

［学生・卒業生ネットワーク構築］
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カリキュラム体系

（2014年3月現在）

Motivation ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）

アントレプレナーシップ・セミナー Ⅱアントレプレナーシップ・セミナー Ⅰ

（注記）
＊：2014年度以降開講予定

単位認定外のプログラム

2013年度企画のイベント、
ワークショップ

アカデミックチャレンジ
(AC)

チャレンジ＆クリエイション
(C&C)

ニュービジネス・クリエーション

Integration

海外講師招聘集中講義

ビジネス・プランニング演習

インターンシップ

ワークショップ

各種イベント

Knowledge/Tool

ビジネス・プラン・コンペティション

起業体験プログラム（QSHOP）

コーポレート・アントレプレナーシップ

QBS提供科目

新興国アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

起業価値評価

＊

＊

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅰ

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅱ

Idea Generation

アントレプレナーシップ機会認知

研究・技術マネジメント論

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
（グループダイナミクス演習）

アイデア・ラボ Ⅱ

アントレプレナーシップ入門

アイデア・ラボ Ⅰ

デザイン・シンキング

Organization/
Group Dynamics

Marketing/
Strategy

Finance

テクノロジー・マーケティング Ⅰ

テクノロジー・マーケティング Ⅱ
（日/ENG）

ビジネスにおける競争優位性

アントレプレナーシップ・マーケティング

Kauffman Fellows Program
連携講義

ロジカル・シンキング
サマーキャンプ

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ

基礎編 応用編 実践編

博士・専門職大学院生学部3，4年、修士1，2年学部1，2年

　カリキュラムにある科目は、全学の学生が
副専攻的な位置付けで履修することができ、
基礎から実践へと段階的にアントレプレナー
シップが学習できるようにデザインしています。

QRE Cではこれらの流れに沿った科目を
用意しています。

Motivation

社会の「課題」を理解し、
自らの夢実現のため「行動」することの
重要性に気付く教育

問題解決のための
「アイデア創出」の方法を
トレーニングする。

市場創造、事業戦略を
理解する。

事業を進めるための組織や
チームづくりを学ぶ。

資金調達方法を学ぶ。

課題解決のためのアイデアを
実現する方法や知識を得る教育

知識や方法論を理解した上で、
実際に実践してみる教育

Marketing/
Strategy

Finance

Organization/
Group Dynamics

Knowledge/Tool

Integration

Idea Generation

7
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［受講生数］ ［学部生］
※■の数字は聴講生、社会人
　■の数字は履修登録者

名

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

　　

151

33

43

20

87

54

28

35

31

19

36

29

アントレプレナーシップ入門（水曜5・6限）

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ（金曜5,6限）

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ（金曜5,6限）

QREP（３月実施）

アイデア・ラボⅠ(水曜5・6限）

デザイン・シンキング（夏季9月集中）　　　

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ（土曜3-5限/日曜1・2限）

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（土曜1・2限）

アントレプレナーシップ機会認知（水曜5,6限）　

アントレプレナーシップ・マーケティング（土曜1.2限）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ（土曜1,2限）

研究・技術マネジメント論（金曜4,5限）　　

25

13

17

14

16

23

6

15

17

38

21

10

アイデア・ラボⅡ（水曜5,6限）　

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（土曜3,4限）

テクノロジー・マーケティングⅠ（土曜3・4限）　

テクノロジー・マーケティングⅡ（日曜1-5限）　　

テクノロジー・マーケティングⅡ（English）（火曜4～5限）

ビジネスにおける競争優位性（火曜18：50～22：00）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ （土曜3,4,5限）

ニュービジネス・クリエーション（土曜1,2限）

ハイテク・アントレプレナーシップ（金曜18：50～22：00）　

コーポレート・アントレプレナーシップ（火曜日18：50～22：00）

新興国アントレプレナーシップ（前期夏季集中）

地域政策デザイン論（土曜14:00～17:30）

名

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

　　

602

■１年生/163名　■2年生/102名　■3年生/52名　■4年生/45名【学年別受講生数】

［大学院生］【学年別受講生数】■修士１年生/140名　■修士2年生/92名　■博士1年生/3名　
■博士2年生/2名　■博士3年生/3名

［各講義科目ごとの受講生数（聴講生、社会人を含む）］

486 116
名

565 37

［男女比］

［受講者全体の中での留学生比］

文学部

教育学部

法学部

経済学部

薬学部

理学部

工学部

芸術工学部

農学部

21世紀プログラム

医学部

比較社会文化学府 5名

1名

71名

5名

2名

3名

29名

27名

36名

34名

24名

3名

7

名4

名183

名179

名16

名138

名11

名2

名1

名82

名56

名31

名14

法学府

理学府

医学系学府

工学府

芸術工学府

システム情報科学府

数理学府

システム生命科学府

統合理工学府

生物資源環境科学府

統合新領域学府

［学部・大学院別比］

2011年度 2012年度 2013年度

［女性］［男性］

602362 240
名 ［大学院生］［学部生］

602名［留学生］［日本人］

名

名

名
65

179

82

名

名

名

名

名

名

381

781

582

362名

240名

文系

文系

理系

理系

文系

理系

名183

名77文系

理系

文学部

教育学部

法学部

経済学部

薬学部

理学部

工学部

芸術工学部

農学部

21世紀プログラム

医学部

比較社会文化学府

人間環境学府

法学府

経済学府

医学系学府

工学府

芸術工学府

システム情報科学府

システム生命科学府

統合理工学府

生物資源環境科学府

統合新領域学府

受講生数実績8
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アイデアラボⅠ．Ⅱ

　アイデア・ラボはQRECの教育プログラムにおいては、アイデア創出（Idea  

Generation）とアントレプレナーシップに関する気付き、動機づけ（Awareness

あるいはMotivation）の中心科目です。起業に留まらず、斬新な学術研究、

新たなイノベーションを目指すのであれば、常識に囚われない自由な発想力

が必要になります。発想力あるいは創造力を高めることが講義の目標です。

アイデア創出の段階では発案したアイデアに「正解」はなく、最適と考えられ

るアイデアや解決策を選択しなければいけません。しかも、どのようなアイデ

アが最適かは、タイミング、時間軸、状況によって異なってきます。まず一度発

散させた上で多くのアイデアを捻出し、その中から最適なものを選び、収束

させるプロセスが大切です。グループあるいはチーム単位で相互に刺激し

合う状況を作り出すことも重要です。アイデア創出のプロセスやそれを促進

する相互関係を様々なグループワークを通じて学習します。

　アイデア・ラボⅠでは、空のPETボトルやペーパークリップ、ポストイットを用

いて一見価値のなさそうなものからどのように価値を創造するか、などのワ

ークショプを通じて、先入観に捕らわれないアイデア創出スキルの習得を目

指します。その上で、アイデア・ラボⅡでは、現実の社会的な問題を取り上げ、

問題解決を試みます。2013年度においては、「福岡の大名小学校跡地開

発を起点とする街づくり」と「アフリカのスーダンでの医療活動の在り方」を

テーマとして取り上げました。

五十嵐 伸吾（QREC）教員

デザイン・シンキング 平井 康之（芸術工学研究院）

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

　アントレプレナーシップ・マネジメントⅠは、「経営学語」を

学ぶ事始めです。アントレプレナー、すなわち新しく事業

をつくる人間の目から、この世界を見つめ直すのです。

一口に新しく事業が生まれるといっても、様々な局面やハ

ードルがあるものです。多くの課題は、アントレプレナー、

あるいは経営者の目線からみると、経営学の基本的な体

系の用語を使って考える中で整理することができます。

新しい「起業機会」の発見は、あらゆる所にあります。

　2013年度も、第一線のアントレプレナーをお招きして共

に対話・議論しながら学びました。きっと、経営学のもつ

現代的意義と課題について理解できるようになれます。

事業をつくること、事業と自己との関係を見極めること。

セッション終了後、受講生は、講義やアントレプレナーとの

直接対話を通じて、アントレプレナーシップやイノベーショ

ン現象をとらえて分析する様を知ります。また具体的な

事例を掘り下げて、考察する能力や洞察を得る現代の

教養としての「経営学語」を修得することになります。

山田 仁一郎（大阪市立大学）

テクノロジー・マーケティングII
（English）

　QRECでは3年前からマーケティングのシミュレーシ

ョンゲームを「テクノロジー・マーケティングII」の講義で

活用してきました。2013年度は日本語に加えて英語で

も本講義を提供。アジアや欧州からの留学生と、英語

力を磨きたい国内の学生が４つのチームに別れて業

績を競いました。どんなに製品の機能が優れていても、

マーケティングを怠ると製品は売れない、ということを体

で覚えることを一つの学習到達目標としています。

　世界中のビジネススクールが導入している

「Markstrat」を採用。架空のテクノロジー製品を市場

で販売し、株価を競うゲームです。市場調査のデータ

や製品の販売動向に基づき、各企業はそれぞれの戦

略に応じてその年のマーケティング予算を配分する、

という意思決定繰り返します。10回目（最終回）の意

思決定を提出した段階で、チームごとにゲーム全体を

振り返るグループプレゼンテーションを実施しました。

牧野 恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

講義ピックアップ9

　本講義は、デザイン思考をはじめたアメリカのデザインコンサルティングファームであるIDEO（アイデオ）から講師を招いて行う

ワークショップ形式の授業です。デザイン思考とは、イノベーションへの人間中心のアプローチで、デザイナーの感性や手法を応

用したものであり、１）人々のニーズ、２）実現のための技術、３）ビジネスを統合するものである と定義されています。これまでの

デザイナーの感性や手法を、デザイン以外の人々にも使えるようにし、ともに「かたちのない」社会課題を発見し、解決を考えます。

九州大学全体から約40名の参加（うち20名は芸術工学府の読替え授業分含）で大橋サテライトにて開催しました。　　　

　2013年度は「福岡の未来をデザインする」を共通テーマに、「インフラ」「おもてなし」「エンターテインメント」など福岡の

強みに関する５つのサブテーマに分かれてチームワークで進めました。福岡市交通局など外部機関の協力をいただきながら、そ

れぞれの分野の観察やヒアリングを行い、課題解決のための気づきをまとめていきました。

教員

教員

教員

P10にも掲載2013年度のトピック4



　本科目は、企業が高いレベルの業績を安定的継続

的に上げるための要件、特に、技術経営（MOT）の

観点から他社に真似できない競争優位の源泉とな

る中核的な能力や資源に着目し、その形成や活用

の手法について学びます。具体的には、コア技術、

知的財産、外部資源の取り込み（アライアンスや産学

官連携）、俊敏性と先発優位、技術ブランド、投資家

から見た競争優位性、等々のテーマを取り上げます。

　2013年度講義では、外部講師としてベンチャー創

業者や大手企業、外資系企業などの一線で活躍す

る企業経営者を招聘し、ディスカッションを通じて当

該者の競争優位の源泉を明らかにしていきました。

毎回、事前課題に基づくレポートを提出してもらい、

講義当日はそれを持ち寄ってグループでディスカッ

ションした後に、その内容を講師に対してプレゼンテ

ーションし、講評を受けながら更にディスカッションを

重ねるというスタイルで講義を進めています。

ビジネスにおける競争優位性
高田 仁（経済学研究院）

　本講義は、経営学の観点からイノベーション・マネジメント、

技術競争、及び技術の普及プロセスに関する基礎理論を紹介し、

「技術と市場」に関する考え方とフレームワークについて学びます。

企業はどのようにしてイノベーションを生み出し、それを経営

成果に結び付けていくか、そのためにはどうしたらいいのか。

こうした実践的な問題に対する答えの手掛かりを探るため、イノ

ベーションという現象の特質と企業競争への影響、さらにイノベ

ーションの普及プロセスにおける企業戦略の有り方について、

経営学の基礎的概念を学び、具体事例のディスカッションを

通じて、イノベーションに取り組むということはどのようなことな

のか、事例を追体験し、理解することを目指します。

　2013年度は主にハイテク産業を中心に、技術普及における

キャズムの論理、およびそれを克服するためのビジネスモデル

の創出について講義を行いました。授業の進め方としては、

レクチヤー、ケース・ディスカッション、及びチームプロジェクトな

どを組み合わせながら、受講生との双方向の対話を図るよう

工夫しました。

テクノロジー・マーケティングI
朱 穎（経済学研究院）

　専門教育を学んだだけでは実社会で通用しません。

専門分野の他、世界の様々な環境変化や社会のニーズ、

課題等を理解する広い視野を得て初めて、社会に置ける

スタートを切ることができます。いわゆるT字型人間こそが

社会で競争力ある人材、リーダー人材となることができます。

　この講義は、受講する学生に対し、ビジネス界を中心

とするゲスト講師陣が、研究や技術を取り巻く世界の課

題や環境変化、科学や技術の社会での活かし方等、

様々な角度からの講義を行います。そして、毎回具体

的なテーマに基づくディスカッションを学生間で行い、

より深い理解を目指しています。

　2013年度は8回にわたり、「技術に勝って事業に負ける

日本」の著作で有名な妹尾 堅一郎先生の他、経済産業

省官僚、ベンチャーキャピタリスト、大手戦略コンサルティ

ング企業幹部、ビッグデータ等IT専門家、デザイン誌編

集長などから、機々な切り口による問題提起を頂き授業を

進めました。 

研究・技術マネジメント論
谷川 徹（産学連携センター）

　社内起業および組織内におけるベンチャー・キャピタル型新規事業投資に必要な基礎知識を座学およびケース・スタディ（英文

教材も含む）を通じて学びます。本講座では受講生が将来既存の企業内で新規事業の立ち上げ、若しくは関係会社経営にあた

ることを想定し、最適な機会認識、組織設計、運営を行うための知識を習得することを目標とします。主に組織設計にフォーカスし、

違った組織形態やインセンティブの設定が構成員の行動にどのような影響を与えるかを学ぶと同時に、ケーススタディを通じて、

社内の組織力学がコーポレートベンチャーの成功・失敗にどのように影響を与えるかを学習します。

　2013年度は、ゲスト講師として、富士通で経営企画部長や常務理事を担当された石橋 克彦氏や、三菱商事出身で、

コーポレートベンチャーの成功事例として有名なスープストックTOKYOの遠山 正道氏をお迎えしました。

コーポレート・アントレプレナーシップ 玉置 浩伸（QREC）
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新興国アントレプレナーシップ

谷川 徹（産学連携センター）

　世界には，水、医療、農工具等、最低限の生活必

需品にアクセスできず貧困に苦しむ人が大勢存在し

ますが、このような国・地域（Base of Pyramid : 通

称BOP）でのニーズは、先進国で使われる製品やサ

ービスと異なっています。すなわちBOPでは、先進国

の技術をそのまま適用するのでなく、BOPのニーズを

よく把握して製品設計やサービスに生かすことが重

要です。この授業では、BOPの課題解決をテーマとし

て、デザイン・シンキングの手法を用いて、現場の状況

把握から最終的な製品・サービス開発までのプロ

セスを実体験し、課題発見から新たなアイデア創

出、そして問題解決の具体的提案にいたる手法

（デザイン思考）とチャレンジ精神を学びます。

　２０１３年度は、バングラデシュの農村において、１週

間のフィールド・スタディを実施。教育、医療、食・農業、

廃棄物・環境の4つの視点から検討を進めました。

地域政策デザイン論
谷口 博文（産学連携センター）／堀尾 容康（炭素資源国際教育研究センター）

　人口減少・高齢化社会の到来、国際競争力の低下等厳しい環境の中で、
地域の活力を持続させ、新たな成長の途を探るためには、中央に頼ることなく
地域が自ら将来像を描き、その実現のための方策を自分で企画立案できる能
力を持つことが重要です。
　この授業は、地域の課題解決に貢献し、高い企画立案能力と実践力を持つ人材
育成を図るため、社会人も参加する講義・演習のもとで、具体的な政策提言を行うプ
ロセスを実体験するものです。授業では、毎年ホットなテーマを取り上げ、様 な々角度
から徹底したグループ討論に委ねます。これまで成長戦略、観光、グローバル人材育
成、交通、エネルギー、危機管理・防災対策、農業、森林、地域資源、医療と介護、高
齢社会における地域コミュニティ、広域行政、九州府構想などを議論してきました。
　2013年度は「人口減少下の新たな成長のかたち」という共通テーマのも
とに九州の将来像をデザインし、報告書にまとめました。
　社会の問題点を的確に把握し、現場の知恵を政策に組み立てるプロセスは、
クリエイティブな作業です。数名のチューターの指導のもとに、グループワークの
中で専門的な知識を学びながら新たな発想で政策的仮説を立て、科学的な
政策分析を経て、授業最終日に政策発表を行います。
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講義ピックアップ9 受講生の声10

　「何やろっかなー？」　これからの学生生活をぼんやり考えていた入学式の日に、偶然にもQRECのパンフレットを僕は見ました。
その考えになんとなく魅力を感じて履修することにしたのですが、今思うと非常に幸運なことでした。僕がQRECの講義の特徴・
良さとして考えるのは、次の２つの点です。
●多様な人との出会い
　QRECの講義の多くで、数人で問題の解決方法を模索する「グループワーク」が行われます。学部・研究室を超えてさまざまな
考え方を持つ人と交流することができ、毎回刺激的な学びを行えます。
●「失敗」の経験
　QRECの講義では何かしらの失敗をしながら、前進するというプロセスを体験できます。この経験を繰り返すことで、僕は失敗
を恐れずにいろいろなチャレンジをして、失敗を打ち消すような面白い体験をすることができるようになりました。
　以上のように、QRECの講義を受けることは、かけた時間に見合うだけの価値があります。どんな人にとっても何かしらの新し
い体験をできる機会が与えられているので、この機会を活かすことをおすすめします。

【2013年度に履修した科目】

経済学部　
経済・経営学科　２年

東　晃一

●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ
●アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
●テクノロジー・マーケティングⅠ

●テクノロジー・マーケティングⅡ
●ニュービジネス・クリエーション
●コーポレート・アントレプレナーシップ

「何やろっかなー？」偶然の幸運。かけた時間に見合うだけの価値！

　私はこれまでQRECを2年間受講してきました。その中でもちろん経営の知識を深く学ぶことが出来ましたが、それ以上

に得られたものが2つあります。1つ目は議論する能力です。議論する上で自分の考えを相手に伝えられることが必要不可

欠です。QRECの授業では毎回ディスカッションが行われるので、その中で自分の考えを伝えることが出来る能力を培うこ

とが出来ました。2つ目は様々なバックグラウンドを持った人と出会えたことです。普通の授業では他の受講生と仲良くなる

機会はほとんどありません。しかし、QRECでは議論などを通じて受講生同士で話す機会が多いので学部生からビジネス

スクールの学生まで様々な方と仲良くなることが出来ました。このようにQRECは起業の知識を教えてくれるだけではなく、

様々な機会を提供してくれています。なので、起業に興味がある人はもちろん、起業には興味ないけど色々な人に出会って

みたいという人も受講してみてはいかがでしょうか？

【2013年度に履修した科目】

21世紀プログラム課程 
2年

小田原 周哉

様々な人や機会との出会いが僕を変えた

●アントレプレナーシップ入門
●アントレプレナーシップ・セミナーⅡ
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

●テクノロジー・マーケティングⅡ
●ハイテク・アントレプレナーシップ

【プログラム】

●QRECインターンシップ

教員

P11にも掲載2013年度のトピック4
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　私は芸術工学部工業設計学科に属しており、デザインの勉強をしています。QRECは講義内容のレベルが幅広く、誰で

も受講できる内容となっています。私は３年生になってから、アイデア創出の基本的な部分を学べる講義をとりつつ、自分の

専門分野の知識を活かすことができ、さらにステップアップできるような講義を受講しています。新興国アントレプレナーシッ

プでは、実際にバングラデシュへ行き、現地での徹底的なフィールドワークを行い、彼らのニーズを捉えたモノ・サービスを考

えることができました。ここでは自分の専門分野以外の人とチームを組むことで新たな発想や知識を会得することができま

す。研究・技術マネジメント論では各界において第一線で活躍される外部の講師を招き、普段では聴くことのできない発展

的で、高度な専門的な内容を聴き、社会で本当に求められる能力とはどのようなものなのかを学ぶことができます。特に、

慶應義塾大学の田中先生の講義は、3Dプリンターの出現と世界の変革について学び、自分の専攻分野により近い内容を

聴くことで、自分がどのようなデザイナーであるべきかを考えさせられました。

【2013年度に履修した科目】

芸術工学部
工業設計学科

金澤 尚樹

●アントレプレナーシップ機会認知
●研究・技術マネジメント論
●アイデア・ラボⅡ
●新興国アントレプレナーシップ

これまで触れたことのない分野。

　私たちの生きている時代は、インターネットの恩恵により激しい変化が起こっています。その最たる例はオンラインショップの

Amazonでしょう。クリックひとつで商品が自宅に届く。そんな時代を一体誰が想像できたでしょうか。

　QRECの授業では、そのような「変化の時代」で私たちが生き残るための術を学ぶことができます！課題を見つけ、それを解

決するためにチームでアイディアを出し合い、アイディアを洗練し、そして実践する。通常の座学とは異なり、一人一人が独自

性を発揮しコミュニケーションをとって結論を導くような授業が開講されていて、すごく充実した時間を過ごすことができます！

　もしこの文章を読んでいるあなたが変化の時代で生きていきたいと思うならQRECの授業を受講し、自分自身を成長させる

きっかけとしましょう！

　成長すればきっと世界が見違えて見えます！

【2013年度に履修した科目】

システム情報科学府 
情報学専攻　修士１年

久世 昌和

「変化の時代」で私たちが生き残るための術を学ぶ

　私がQRECを受けて得たメリットを、QBS生の視点より３つご紹介します。

　一つは、「アントレプレナーシップ(起業家精神)」を学ぶことができたこと。これはイノベーションやデザイン思考といった新しい

価値を生み出す力です。今や起業家だけに求められるものではなく、ビジネスパーソンの誰もが持つべき資質です。

　二つ目は、知識の幅が広がること。QRECには様々な魅力的なカリキュラムがあります（シラバスは熟読してください、見落とす

と後悔します）。別の角度からビジネスを学ぶことで、結果として自分の専門分野に対するより深い理解を得ることができます。

　三つ目は他学部(府)とのシナジーです。自分の専攻の中では出て来ないアイデアから、大きな刺激を受けます。それが自分

の思い込みの殻を破り、思考の可能性を広げます。グループワークなどを通して、友情も生まれます。それは自分の専攻だけに

閉じこもっていては、決して得ることのできない価値です。

【2013年度に履修した科目】

経済学府 
産業マネジメント専攻　２年 

増本　衛

魅力的なQRECカリキュラム。 シラバスは熟読を！見落とすと後悔します。

●アントレプレナーシップ入門
●アントレプレナーシップ・セミナーⅠ
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ
●アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

●アントレプレナーシップ機会認知
●アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ
●テクノロジー・マーケティングⅠ

●地域政策デザイン論
●研究・技術マネジメント論
●ハイテク・アントレプレナーシップ
●コーポレート・アントレプレナーシップ

　入学時点ではQRECどころかアントレプレナーシップという言葉すら知らなかった自分。興味半分・先輩のすすめ半分で

始めた受講でしたが、1年間で驚くほど成長できたと思います。QRECの講義は講義にはない特色がいくつかあります。

　１つはグループワーク中心の授業。QRECの講義は学部1年から院生まで、文系から理系まで幅広い層の人が集まって

います。違う専門分野・学年の方と議論すると自分にない考え方を持っている方も多く視野が広がります。

　2つ目は多彩な特別講師。講義では特別講師がこられることも多いのですが、多分野で活躍される方々の話を聞けるの

は貴重な体験です。

　ここで学んだことはどのような場でも活かせるものです。是非とも受講をおすすめします。

【2013年度に履修した科目】

工学部　
電気情報工学科　1年

森　みづき

入学時点と比べると驚くほど成長できた自分を発見

●アントレプレナーシップ入門
●アイデア・ラボⅠ
●アントレプレナーシップ機会認知
●アイデア・ラボⅡ
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QRECでは、次の特色あるプログラム・プロジェクトを実施しています。

r o j e c t（ 学 生 プロジェクト）

起業家精神涵養と学生個々が自らのキャリアパスを考える機会提供を
目的として、オムニバス形式に企画・開催していきます。

アントレプレナーシップ・セミナー P. 3 1

九州大学出身で米国シネックス社の創業者・前会長であるロバート・ファン
博士らの支援によるアントレプレナーシップ（起業家精神）と国際意識の
涵養を目的とした教育プログラムです。

九州大学 ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

個人または学生グループが自ら企画・計画したアイデアによって採択された
プロジェクトに総長裁量経費の50万円を限度に資金を提供します。
学生達は実現を目指し一年間活動していきます。

チャレンジ&クリエイション（C&C）

九州大学院生を対象に研究助成し、学生がこの一連の実践を通じて
「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。

アカデミックチャレンジ（AC）

「九大祭」という場を利用して、起業を体験する教育関連プロジェクトです。
参加学生は「起業家」になり、「投資家」の出資を受けて模擬店「会社」を
起業、「九大祭」という市場において事業を展開していきます。

九大祭起業体験プログラム（QSHOP）

特色ある教育プログラム/プロジェクト11

r o g r a m（ 教 育 プログラム ）P

文理融合型の起業家
育成プログラム

　新産業の創出の為には、シーズを生み出す研究活動とあわせ、新しいことへの挑戦を促すアン
トレプレナーシップ（起業家精神）に富む人材育成が必要と考えます。QRECでは、アントレプレナ
ーシップ涵養と学生個々が自らのキャリアを考える機会提供を目的として、例年、各方面で活躍さ
れている方々をお招きし、オムニバス形式の「アントレプレナーシップ・セミナーI/I I」を企画・開催
しています。テーマ決め、招聘講師の方々との選定、交渉、当日の講義の構成等の企画・運営は、
全て学生委員が行います。
　2013年度は、様々な形のアントレプレナーシップに触れる、個人が直面している問題を講師の
話からヒントを得て解決する、グループワーク等を通し新たな発見や問題解決をすることを目的と
して、授業の構成について各講師の方々と話を進めて決めました。特に、学生が聞くばかりでなく、
学生が発言することを重要視した講義づくりをしました。また、2013年度より、アントレプレナーシップIは、
キャリア・デザインと内容を変えて自らのキャリア形成を考える講義を行いました。

アントレプレナーシップ・セミナーI / I I
h t t p : / / q r e c . k y u s h u - u . a c . j p / e n t r e s em i n a r /

2013年度の実施状況 【講師一覧】 アントレプレナーシップ・セミナー II　

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

11月29日（金）（６限）

12月6日（金）

12月13日（金）

12月20日（金）

2014年1月10日（金）

2014年1月16日（木）

2014年1月24日（金）

2014年1月31日（金）

ガイダンス

屠殺ワークショップ講師／猟師／ライター　畠山 千春 氏

番町法律事務所　所長　菊地 幸夫 氏

株式会社リ・パブリック　代表取締役　田村 大 氏

株式会社ピースオブケイク　代表取締役CEO　加藤 貞顕 氏

株式会社フューチャーセッションズ　代表取締役　金沢工業大学（K.I.T.）虎ノ門大学院　教授　野村 恭彦 氏

株式会社サンブリッジコーポレーション　代表取締役会長　兼　グループCEO　Allen MINER 氏

MOVIDA JAPAN株式会社　Chief Accelerator　伊藤 健吾 氏

2013年度のテーマ Let’s Talk  僕らの未来について話をしよう
P. 3 2

P. 3 3

P. 3 4

P. 3 5

P



チャレンジ精神とグロ
ーバル意識を育むプロ

グラム

九州大学ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・プログラム［QREP］
http://qrec.kyushu-u.ac . jp/qrep

起業家精神論、VC論：WiL Founder 伊佐山 元氏→起業家精神論、新ものづくり論：Beans International CEO遠藤 吉紀氏→Social Entrepreneurship: 
Benetech Inc. Manager Mr.Aaron Firestone→国際キャリア論/日本人留学生パネルディスカッション Stanford Univ., SJSU他 5名

3/2（日）

3/3（月）

3/4（火）

3/5（水）

3/6（木）

3/7（金）

3/8（土）

２０13年度QREP現地スケジュール

出国手続き等→帰国

国際キャリア論、国際企業論：Oracle訪問 Oracle日本人社員とディスカッション→技術経営論、国際企業論；Cisco Systems社 訪問→新事業創造論：Plug & 
Play訪問（日本人VBよりプレゼン）→起業家精神論、起業手法論：SVIセミナー参加 講師 Miselu inc. CEO 吉川 欣也氏

国際経営論、キャリア論：前KPMG副会長 吉原 寛章氏→国際職業人論：米国企業メンバーのパネルディスカッション Apple, ATA VC, Applied Materials, Xilinx等の
企業人5名→起業家精神論、SV論： Evernote,寺崎 和久氏→中間課題整理/討議→研究・技術・キャリア論 JBC（日本人バイオ研究者団体）パネルディスカッション

デザインイノベーション論/IDEO訪問→Stanford/d.school見学→Techshop見学→国際ビジネス論：Stanford 大クラス参加：Stanford学生と討議
（Prof.  Richard Dasher）→Stanford学生との交換会

人材論・グローバルキャリア論/TP Partners MD 立野 智之氏→起業論、起業家精神論:Zeptor Co.CEO Tatsunori Suzuki氏→総括課題整理/討議→
九大カルフォルニアオフィス主催　Farewell Reception（学生よりの発表：講師陣、卒業生等参加）

到着→入国手続き→バス移動（サンフランシスコ観光）→QREP趣旨説明：谷川 徹教授→「SVで何を学ぶか」九大CAオフィス所長 松尾 正人特任教授→九大/
早稲田OBとの懇談会 九大カリフォルニアオフィス主催 Welcome Reception

■起業家精神（チャレンジ精神）を醸成

■グローバル意識（国際性）を高める

■多様な価値観に触れる経験を与える

■個人としての自覚向上（積極性、主体性向上）

■大学で学ぶ意味・意義の理解と学習意欲の向上

■世界トップレベルの研究やビジネスを知る

■起業に関する知識・実情理解

■社会で競争力あるタフな人材養成

目 

的

特色ある教育プログラム/プロジェクト11
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プロジェクト名

吉元　仁平

木原　大志

原　かなた

新津　裕隆

鶴羽　愛里

吉田　健志

芸術工学部

芸術工学部

２１世紀プログラム

システム情報科学府

芸術工学部

人間環境学府

B4

M２

M1

B3

B3

M2

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

事業構想プロジェクト

事業構想プロジェクト

事業構想プロジェクト

「ラジオデザイン」プロジェクト

代表者名 学府・学部 専攻・学科 学年 区分

音響設計学科

情報学

環境設計学科

工業設計学科

都市共生デザイン「Farm Share House 篠原」
～地域協働農園付き学生シェアハウス創出による地域活性化に向けたビジネスモデル構築に関する研究～

再生可能廃材による楽器プロジェクト -「もったいない」の心を音にする-

マルチエージェントシステムを応用した自動作曲フレームワークの研究・提案

障がい者アートの商品化に関する提案（だんだんボックス学生実行委員会）

Create　Together　～NO　border between you and me～

最優秀賞

■代表者名/ローン ジョシュア　
■学府・学部/21世紀プログラム
■学年/B1　
■区分/自由テーマ

【その他の採択プロジェクト】

【総長賞授与プロジェクト】

総長裁量経費の助成
を受け、一年間かけて

推進していく全学プロ
ジェクト

風向変動を再現できる
新型回転風洞の開発
（水平軸風車のヨーエラーによる
エネルギーロスの研究のため）

九州初の実験開発ラボScience Labo 
『MARCH』立ち上げを目指して

最優秀賞

優秀賞

■代表者名/北　恭子　■学府・学部/芸術工学府　
■専攻・学科/デザインストラテジー専攻
■学年/M1　■区分/自由テーマ

■代表者名/井上　麻美　■学府・学部/システム生命科学府　
■専攻・学科/システム生命科学専攻　
■学年/D3　■区分/事業構想プロジェクト

＜西日本新聞 2014.4.3に掲載されました＞

＜西日本新聞 2014.2.18に掲載されました＞

ギャルのためのコミュニケーション
促進ツールの開発

■４月/公募開始

■５月２3日（木）/応募者審査会（応募数３0件のうち９件が採択決定）

■6月6日（木）/事務手続き説明会

■１０月１7日（木）/中間発表会

■２０１4年2月24日（月）/成果報告会（総長賞の決定２０１3年度は３件）

■２０１4年５月3０日（金）/総長賞表彰式

２０１3年度スケジュール

チャレンジ＆クリエイション［C&C］2013

2013年9月12・13日に開催された情報処理学
会主催のスマートフォンアプリコンテストにて、
ニコイチカメラが最優秀アプリケーション賞を受賞！
着眼点の斬新さと機能的な入力動作を一切省いた
インターフェイスが評価された。
＊「ニコイチカメラ」は、2台のデバイスを連携させる
　カメラアプリ。

チャレンジ＆クリエイション［C&C］
http://qrec.kyushu-u.ac.jp/cc

　九州大学OB、ロバート・ファン博士らの支援によるアントレプレナーシップと国際感覚
の涵養を目的とした教育プログラム。米国シリコンバレーに１週間滞在し、多彩な現地
講師らによる講義や現地企業訪問、スタンフォード大学の学生との交流等を通じて、
自らのキャリア形成を考え、チャレンジ精神・国際意識を高める機会を提供しています。
　2013年度は、九州大学の理系文系の多様な学部や大学院から20人、協定校であ
る早稲田大学の学生4人、それに1名の社会人を加えて実施しました。プログラムでは、
シリコンバレーの最近のトレンドである“デザイン思考”や“ものづくり”の動きを積極的に
取り入れ、好評でした。シリコンバレーの多様な価値観に驚き、また日本とは全く異なる
生き方や企業文化に触れて､学生達は強い刺激を受け、今後の生き方を大きく変化
させることになりました。

　チャレンジ＆クリエイション（C&C）は、「キャンパスから創造と挑戦の風を起こそう」をテーマに
掲げ、九州大学の学生のユニークなアイデアや研究プロジェクトの実現を助成する全学事業です。
1997年にスタート後、毎年実施、九州大学の独自性を示す象徴的な教育プロジェクトとなっています。
個人または学生グループが、自ら企画・計画したアイデアや研究計画を審査、新規性や社会的インパクト
等を基準にチーム選択します。選択されたチームは最大50万円の資金提供を受け、計画実現を
目指します。約1年後の成果報告を審査し、優秀チームを表彰する、というものです。
　2013年度は、30件の応募があり、9件採択されました。実際にアプリを開発したり、学生ならではの
研究開発や地域のコミュニティと連携したワークショップを通して地域の発展につながるプロジェクト等、
様々なものが見受けられました。学外コンテストにて受賞するプロジェクトや事業化の可能性のある
プロジェクトも出ており、今後の展開も期待できるプロジェクトが見られました。
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アカデミックチャレンジ［AC］

3534

研究助成をうけ、学生研
究のマネジメントを習得

するプログラム
http://qrec.kyushu-u.ac . jp/ac

申請テーマ

野口 朋寛

谷川 昂平

山本 耕介

党 ケイ森

實崎 大地

正木 翔太

牟田 俊平

森崎 一宏

理学府

薬学府

薬学府

理学府

システム情報科学府

薬学府

システム情報科学府

システム生命科学府佐々木 理

理学府

M2

D1

D1

D2

M1

M2

M2

M2

超低消費電力次世代スピントランジスタの実現に向けた高品質ハーフメタル/シリコン構造の創製

[5]ヘリセンのキラリティーを基盤とした多角的な応用研究

機能性人工核酸による部位特異的RNA化学修飾反応の開発と遺伝情報編 集技術およびラベル化反応への展開

環境ナノ粒子‐微生物間の応答性・相互作用メカニズムの解明

超高速LSIの創成に向けた単結晶Ge高品位形成プロセスの開発

ロジウム触媒を用いたケトイミンの直接的不斉アルキニル化反応の開発

生体発光共鳴エネルギー転移（BRET）を用いた抗ウイルス免疫応答に関わるミトコンドリア外膜タンパク質MAVSの活性化機構の解析

純スピン流を用いた高性能ナノスピントルクオシレータの開発

氏名 学府・学部 専攻・学科 学年

第6回 アカデミックチャレンジ2013 【採択者一覧】

物理学専攻

電気電子工学

創薬科学専攻

創薬科学専攻

化学専攻

電気電子工学専攻

創薬科学専攻

システム生命科学専攻

M2物理学専攻

両親媒性パッチ粒子による3次元コロイド結晶の実現　～毛管凝集力を利用する新しいアプローチ～

Academic
Cha l l enge

九州大学院生
対
象

九大祭起業体験プログラム［QSHOP］

九大祭を通じて、会社経
営の基礎を学び、実際の

会社運営を体験していく
プログラム

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/qshop

2013年度は、5チームが参加。以下の店舗が出店しました。

会社名：Q-spot. Co., Ltd.　

会社名：Q.E.S.S 株式会社

会社名：クローバー

会社名：株式会社QBPH（キュービッヒ）

会社名：株式会社 CLEW

1位

２位

３位

４位

５位

4-5月中旬 運営委員募集

5-6月 参加団体募集

７月２７日（土） オリエンテーション・全体講義

９月末

１１月～九大祭前日

2013年度実施状況

１０月３０日（水）

１１月２３日（土）、２４日（日）

１２月１８日（水）

２０１４年２月２４日（月）

各チームに分かれ、ビジネスプラン作成。どんな事業を行いたいか、売り上げ目標は？ターゲットは？
売り方は？等を考えて、事業計画書を作成。

ビジネスプラン発表会＆審査会：各起業家チームがビジネスプランを発表し、
スポンサー候補（ベンチャーキャピタリストと呼ぶ）との交渉の末、ビジネスプランと出資比率が決定。

各種手続き・事前準備会社を設立し、販売活動の準備。

九大祭：販売活動。起業家にとっては、準備してきた事を試す場所。

株主総会、決算、表彰を行い、株主に経営報告。配当を行い、会社を解散。

C&C２０１３成果報告会：これまでの活動の一連を発表。

優 勝

２０１3年度スケジュール

■４月/公募開始

■6月２0日（木）/アカデミックチャレンジ審査会
　（応募数３0名のうち9名が採択決定）

■6月27日（木）/事務手続き説明会

■１０月24日（木）/中間発表会

■２０１4年2月25日（火）/成果報告会

事業内容：ゲーム、射撃、コスプレ

事業内容：スイートポテトの春巻きの販売、温かい飲み物の販売

事業内容：サービスの提供（ウォーリーからの挑戦状）

事業内容：健康食品販売、医療体験提供

事業内容：ホット飲料及びモッフルの販売

　アカデミックチャレンジ（AC）は、九州大学に在籍する院生を対象にした研究助成です。
学生自らが研究計画を企画し、必要な資金を手当てし、実際の研究を行う、一連の実践を
通じて学生個々が「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。将来のイノベー
ションに繋がる萌芽的な研究を促進するために学生が自らの発想で学術研究に向き合い、
独創性、柔軟性を発揮できる機会を提供しています。1件に
つき上限50万円を助成しています。2008年よりスタートし、
2013年度は、30名の応募があり、9名のプロジェクトが採択
されました。薬学府、理学府の学生が多く採択されました。

　九大祭起業体験プログラム（QSHOP）は、九大祭を通して起業・経営を学ぶプログラムです。
実際に現金を使って起業の流れを実体験するもので、プロジェクト・ベースド・ラーニング
（PBL）のひとつとして位置づけています。
　九州大学学園祭の模擬店出店を起業機会とし、学生が｢起業家｣となって会社組織を設
立、プログラムを通して、会社経営の基礎を学び、実際の会社運営を体験します。模擬店を
出して販売活動を行うだけでなく、ビジネスプランの発表や株主総会等、本物のベンチャー
キャピタリストや公認会計士、司法書士、銀行員などによるサポートを受けます。
　各起業家チームは、ROE（Return on Equity:自己資本利益率）を最大化することを目
標として活動し、最終順位を決定するので、競合他社の動きなども学習する機会となります。
　また、プログラムの運営は、全て学生が行っており、ルール作成や運営を通して、リアルな
会社運営を体験します。2011年度から始まったプログラムですが、2013年度は、会場で
ユニークなイベントを企画・運営したチームが優勝しました。
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「世界のアントレプレナーシップ教育のベストモデルを共有する試み」

－世界を変えるバイオベンチャーの成長戦略－

－イノベーションを生み若者の夢を実現するアントレプレナーシップ教育とは－

QREC主催 アントレプレナーシップ教育に関する
国際ワークショップ

［開催日］2013年9月4日（水）～6日（金）［場　所］西鉄グランドホテル 2階 鳳凰の間

［開催日］2014年3月14日（金）［場　所］（東京）新丸の内ビルディング 10F 東京２１cクラブ

　9月4日～6日までの3日間、アントレプレナーシップ教育に関してQRECが企画・運営する、初めての国際ワークショップを開催しました。
今回の国際ワークショップは、国内外のアントレプレナーシップ教育関係者に呼びかけて開催しましたが、欧米、アジアを含む11カ国の
参加者を得て、今後のアントレプレナーシップ教育のあり方や、教育法や教材について議論を深めることが出来ました。また全て同時通
訳なしの英語で実施された本格的な国際ワークショップとなりました。
　3日間の国際ワークショップの1日目は、“気づき、アイデア創出からイノベーション創出まで”をテーマとし、アントレプレナーシップ教育の
基礎的段階での教育のあり方を中心にディスカッションを進めました。
　この日は、QRECセンター長 谷川教授の開会挨拶の後、ロバート・ファン博士の基調講演を含む5人の海外講師の方からプレゼンテ
ーションと問題提起を頂きました。“デザイン思考”を活用した教育・人材育成法や、途上国における技術やビジネス創出のあり方など、
今まで我が国ではあまり議論されたことのないテーマや教育法でしたので、講師と会場の参加者との間で活発な質疑があり、有意義な
一日となりました。
　2日目は、「知識・方法論より具体的アクションへ」をテーマに、アントレプレナーのアイデアから実際のアクションにいたるまでの活動の
あり方について、講演と意見交換を行いました。
　起業家教育や大学発ベンチャー育成で定評のある、台湾交通大学教授のチン・ヤオ・ファン博士等、国内外の5人の講師から講演と
問題提起を頂き、1日目と同様、講師と参加者の間で双方向の意見交換を進めました。最後のプレゼンテーションでは、国際ワークショップの
主催者として、QREC副センター長 五十嵐准教授が「アントレプレナーシップ教育カリキュラム体制のあり方を問う」と題し、QRECの教育の
取り組みを発表しました。
　3日目は、“総括と各地域の現状確認”をテーマに、日本とインドネシア、タイ、ユネスコ・アジアからの代表の方を発表者として、パネル
ディスカッションを行いました。
　アジア各国のアントレプレナーシップ教育の現状報告から、各地域の課題を知るとともに、参加者にとっても、自らの地域や国のアント
レプレナーシップ教育のあり方にヒントを得るセッションとなりました。
　総括としては、国や地域のイノベーションを担う人材育成たるアントレプレナーシップ教育が、どの国や地域に於いても重要であると
言うこと、またその教育の発展のためには、今回のような国際的な情報共有の場が非常に重要であるということが、確認されました。
更には、このワークショップに参加したユネスコ・アジアからの代表の方から、アジアにおけるアントレプレナーシップ教育ネットワーク
組織の提案があり、今回の国際ワークショップは大変有意義な催しとなりました。　
　なおイベントが終了した3日目の午後には、エクスカーションとして、イベント参加者のうち希望者に、風光明媚な唐津へのバスツアーを
実施、日本、九州の伝統や文化に親しんで頂く機会を設けました。ツアーは大変好評で、参加者間のネットワークが更に強まる事となりました。

　QRECも授業開講3年目を迎え、QRECで学んだ学生や、アントレ
プレナーシップ・セミナー、九大祭起業プログラムの実行委員といった
学生委員の数も増えました。また、QREC設立前から継続して行っている
起業家セミナー（現アントレプレナーシップ・セミナー）、米国シリコンバレー
での研修を行う九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム
（QREP）の参加学生を含めれば、約10年前から学生が社会に出て
います。そこで、過去にQRECの講義やプロジェクト等に参加したことの
あるＯＢ、ＯＧの方々に対し、①かつて一緒に学んだ仲間とのネットワークを
確認、縦の繋がりをつくる機会を提供すること、②かつて体感した
チャレンジ精神やモチベーションを再び思い起こすことを目的にこの
イベントを企画し、QRECの提携先である三菱地所と共催し、東京
21cで開催しました。そのインキュベーション内の施設に入居している
リンクトイン・ジャパン代表代行 杉本 隆一郎氏、パロアルト研究所日本
代表の佐  々牧雄氏、また、九州大学を卒業して起業され、活躍されている
エス・エム・エス代表取締役会長 諸藤 周平氏にゲストとしてスピーチを
して頂きました。
　今後もQRECの現在の活動を知ってもらうイベントとして位置付け、
年に福岡1回、東京1回のペースで定例開催を予定しています。

QRECアラムナイ（同窓会） kick offミーティング（東京） QRECのホームページよりアラムナイ登録ができるようになりました。

［開催日］2013年12月16日（月）［場　所］アクロス福岡 6階会議室

　12月16日に、QRECと九州大学/産学連携センター（KASTEC）と
連携し、日米両国で上場を果たした米国初創薬ベンチャー、Medic i 
Nova Inc.（メディシノバ）の創業者、岩城 裕一氏に創業から現在に
至るまでの成長の軌跡をお話頂きました。バイオベンチャーの起業や
成長戦略については、お話頂く機会が少ない分野であり、成長戦略
のあり方、アントレプレナーシップの持ち方等について実体験をもとに
語って頂き、参加者からも好評でした。また、日米両国で上場の経験
を持つ同社 副社長 岡島 正恒氏にもご登壇頂き、日米の上場の違い
や投資家層の相違点、創薬ベンチャー株の性質やその中でメディシ
ノバの業績推移や資金調達の歴史、ポートフォリオ等、現場のお話を
お伺いすることができ、同社の創業から現在に至るまでの成長の
軌跡を伺える大変貴重な場となりました。

QREC/KASTEC連携　バイオベンチャー・セミナー

イベント/ワークショップ12

P8・9にも掲載
2013年度のトピック

04
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－コンサルタントの分析手法に学ぶ－

－あなたの未来のキャリアデザインを創りましょう－

QREC主催ワークショップ

レゴ・ブロックを活用した共創の技術、シリアスプレイ体験ワークショップ

［開催日］2013年5月12日（日）［場　所］九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟Ⅰ 2階 シリコンバレールーム

［開催日］2013年9月18日（水）～20日（金） ［場　所］九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟Ⅰ 2階 シリコンバレールーム

　9月18日（水）から20日（金）までの3日間、デロイトトーマツコンサルテ
ィング株式会社と連携し、起業コンサルティングの実際を学ぶワークショ
ップを開催しました。参加した学生は実際にコンサルタントが日々活用し
ているフレームを使い、リサーチ技法・問題分析・戦略立案などを体験、
グループワークを進め、積み上げた結果を最終日にプレゼンテーションし
ました。今年で2年目となる2013年度も昨年度同様、テーマは、「九州の
インバウンド観光客を倍増させる為のマーケティング施策の検討」としま
した。クライアントは九州観光ツーリズム協会として、観光という身近なテ
ーマを現状分析し、最終日には、ターゲット顧客へ企画立案しました。
参加した学生にとって、コンサルティング業界の手法を通じ、ビジネスや
論理的思考を学ぶ良い機会となりました。

デロイトトーマツコンサルティング（株）連携QRECサマーキャンプ2013

QREC・KASTEC主催　2013年度アジアラウンドテーブル

［開催日］2014年3月21日（金）［場　所］JR博多シティ9F 会議室

　3月21日（金）に九州大学/産学連携センター（KASTEC）と連携し、
アジアラウンドテーブルを開催しました。また、例年通り本年も同時開催
で、シリコンバレーにおいて毎年3月初旬に1週間の研修を行うアントレ
プレナーシップ（起業家精神育成）プログラム（QREP）に参加した九州
大学と早稲田大学の学生による成果報告会も開催しました。
　2013年度のアジアラウンドテーブルでは、アジアで活躍する日本人起
業家（“和僑”と呼称）に焦点をあて、香港を中心に人材ビジネスを展開
する松本 博明氏、タイに拠点を置いて日本のお酒や文化の普及に取
り組む鈴木 幸代氏の両氏をお招きし、自らの経験や起業の背景、今後
についてお話頂きました。また、シリコンバレーでの駐在から戻られた福
岡県の仲谷 隆造氏より、現地での日本人の活動状況を報告して頂き、
グローバル・チャレンジを考えるきっかけとなりました。参加者は、外部の
方が約半数を占め、海外での事業の様子を興味深く聞き入って頂きまし
た。質問も実践に近いものが多く、充実したディスカッションができました。

「日本人は世界で最もチャレンジ精神がない国民か？！」－アジアに展開する“和僑”の活躍に学ぶ－
＆九州大学/ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）成果報告会－シリコンバレーに学ぶ日本ビジネス海外展開大作戦－

イベント/ワークショップ12

　5月12日にレゴ・シリアスプレイ™の日本における公認
企業、ロバート・ラスムセン・アンド・アソシエイツのファシリ
テーターである蓮沼 孝氏、石原 正雄氏の両氏に来学
頂き、レゴ・ブロックを活用した共創の技術、シリアスプレイ
体験ワークショップを開催しました。
　一見遊んでいるように見えるレゴですが、子供の遊
び道具だけでなく、ビジネスにおける組織のビジョン作り
や個人のキャリア開発の為の重要なツールの1つとして
注目されています。今回は、「5年後の自分のキャリア・
プランと現在を表現する作品」をテーマに、問題解決、
アイデア創出・実現についてのプロセスを学生に体験
してもらいました。配られたレゴ・ブロックを組み立てる
練習から始まり、様々な形に組み替えて行く中で、レゴ
の使い方を学びました。自分の思いの表現方法として、
言葉での表現とは異なり、視覚も含め多くの人と意
識を共有することの出来る手法として理解すること
ができました。
　また、教員にとってもイノベーション教育を進める上で、
有用な教材として認識を深めることができました。
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QRECの講義・イベントにご参加頂いた講師一覧

QRECでは授業によりゲスト講師を招聘しています。  2013年度も多彩なゲストが授業を行ってくださいました。

アリストテレスパートナーズ株式会社
アキュメンバイオファーマ株式会社
I D E O  T o k y o
I D E O  T o k y o
I D E O  T o k y o
I D E O  A s i a
アールト大学 インターナショナル・デザインビジネスマネジメント専攻
E t a n g . c o m
株 式 会 社エス・エム・エス
S C Sトレーディング社
九州大学大学院システム情報科学研究院 /グラミン・コミュニケーションズ
九州大学  国 際 交 流 推 進 室
キャリアインテグレーション株式会社
クレアモント大学院大学
ケンコーコム株式会社
慶応大学  環 境 情 報 学 部
コペルニク
コペルニク
株式会社サンブリッジコーポレーション
株式会社しくみデザイン
S e e - D
S e e - D
S e e - D
シンガポール国 立 大 学  アントレプレナーシップセンター
株 式会社ジャフコ  九 州 支 社
J I C A 九 州
株 式 会 社スマイルズ
スリープログループ株式会社　
スタートアップ ･ウィークエンド・ドュッセルドルフ
株式会社セイア
前参議院議員
台湾交通大学
T e r r a  M o t o r s 株 式 会 社
D B Jキャピタル株 式 会 社
東 邦テナックス株式会社
有限責任監査法人トーマツ
統計数理研究所
東京大学  産 学 連 携 本 部 　
株 式 会 社日本テクノロジーベンチャーパートナーズ
日経 B P 社 　
株 式 会 社バイリンガル・グループ
番町法律事務所
株式会社パイプドビッツ
パロアルト研究所（ P A R C ）
一 橋 大 学  内 閣 官 房 知 的 財 産 戦 略 推 進 事 務局
株 式会社日立製作所  戦 略 企 画 本 部 経 営 企 画 室
株 式 会 社ピースオブケイク
株式会社ピーエムティー
特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン
福岡地域戦略推進協議会
フューチャーベンチャーキャピタル株式会社
株式会社フューチャーセッションズ / 金沢工業大学（K.I.T.）虎ノ門大学院
フリーランス
福岡県  世 界 遺 産 登 録 推 進 室
株 式 会 社ホスピタブル
みんなのマーケット株式会社
三菱地所株式会社  街ブランド企画部  東京ビジネス開発支援室
三 井 住 友 海 上キャピタル株式会社
メディシノバ・インク
メディシノバ・インク 東 京 事 務 所
森ビル株 式 会 社
M O V I D A  J A P A N 株 式 会 社
M o t o r o l a  S o l u t i o n s  J a p a n
ユー・エム・シーエレクトロニクス株式会社
株式会社リ・パブリック
L i n k e d I n  J a p a n（リンクトイン・ジャパン）
株 式 会 社ロバート・ラスムセン・アンド・アソシエイツ
株式会社ロバート・ラスムセン・アンド・アソシエイツ

古我　知史 様

鍵 本 　 忠尚 様

M i c h a e l  P e n g 様
野々村　健一 様
住 田　 聖 昇 様

S u n g e n e  R y a n g 様
P e t e r  M c G r o r y 様
H a i s o n g  T a n g 様
諸 藤 　 周 平 様

鈴 木 　 幸 代 様

A s h i r  A hm e d 様
香 川 　 顕 夫 様

松 本 　 博 明 様

大 野 　 正 勝 様

後 藤 　 玄 利 様

田中　 浩 也 様

中村 　 俊 裕 様

天花寺　宏美 様
A l l e n　M i n e r 様
中 村 　 俊 介 様

遠 藤 　 　 謙 様

中楯 　 知 宏 様

志 賀 　 雄 一 様

P o h  K am  W o n g 様
山 形 　 修 功 様

丸山　智恵子様

遠 山　 正 道 様

R o b e r t  T .  H u a n g 様
D a n i e l  B a r t e l 様
鍵 山 　 　 誠 様

田村　耕太郎様

Ch i n g  Y a o  H u a n g 様
徳 重 　 　 徹 様

山口　 泰 久 様

吉 野 　 　 隆 様

藤 浦 　 敏 明 様

丸 山　 　 宏 様

各 務 　 茂 夫 様

村口　 和 孝 様

下 川　 一 哉 様

郷 農 　 彬 子 様

菊 地   幸 夫 様

佐 谷 　 宣 昭 様

佐々　 牧 雄 様

安 藤 　 晴 彦 様

西 野 　 壽 一 様

加 藤   貞 顕 様

京 谷 　 忠 幸 様

安 藤 　 哲 也 様

後 藤 　 太 一 様

今 庄 　 啓 二 様

野 村 　 恭 彦 様

畠山　 千 春 様

仲 谷 　 隆 造 様

松 清 　 一 平 様

浜 野 　 勇 介 様

田中　 克 徳 様

堤 　 　 孝 志 様

岩 城 　 裕 一 様

岡 島 　 正 恒 様

渡 邊 　 五 郎 様

伊 藤 　 健 吾 様

Mo h amm a d  A k h t a r 様
石 橋 　 克 彦 様

田村   　 大 様

杉本　隆一郎様

蓮 沼 　 　 孝 様

石 原 　 正 雄 様

代 表 取 締 役
代 表 取 締 役 社 長 兼 C E O
Senior Design Lead
Business Design Lead
Designer
代 表
教 授
創 業 者
代 表 取 締 役 会 長
マネージング・ディレクター
准教授 /プロジェクトディレクター
特 任教授
代表取締役海外就職支援アドバイザー
博士課程 4 年
代 表 取 締 役 社 長
准 教 授
共同創設者   C E O
日本 支 部 代 表
代 表 取 締 役 会 長 兼グループ C E O
代 表 取 締 役
代 表
スタッフ
スタッフ
センター長 / 教 授
支 社 長
市 民 参 加 協 力調 整員
代表取締役社長
取締役会長
オルガナイザー
代表取締役社長

電子工学部教授
代表取締役社長
取締役
専務取締役
トータルサービス部門マネージャー
教授
教授 /イノベーション推 進 部 長
無 限 責任組合員（ジェネラルパートナー） 
日経デザイン編 集 長
代 表 取 締 役社長
所長
代表取締役社長 C E O
日本 代 表
特 任 教 授 / 前 内 閣 参 事 官
理 事
代 表 取 締 役 C E O
代 表 取 締 役
副 代 表
事 務局長
代 表取締役社長
代表取締役 / 教 授
屠 殺ワークショップ講 師 / 猟 師 /ライター
事 務 主 査（ 前 福岡県サンフランシスコ事務所長）
代表取締役
C E O  
室 長
投 資 開 発パートナー
代 表 取 締役社長兼 C E O
代 表 / 副 社 長
特 別 顧 問
C h i e f  A c c e l e r a t o r  
C o r p r a t e  V i c e  P r e s i d e n t ,  D r .
取締役常務執行役員 管理本部副本部長 兼 経営企画室長
代 表 取 締 役
日本オフィス  代 表 代 行
代表取締役社長  LEGO  Serious Play 公認ファシリテータ
代表取締役  LEGO  Serious Play 公認チーフファシリテータ

表記は、所属での五十音順、肩書きは授業をご担当頂いた時点での情報を掲載しております。
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アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

アントレプレナーシップ・マーケティング

伊都キャンパス

後期・前半
水曜日､5,6限２コマ連続

五十嵐　伸吾（QREC）

科目名

教員名

メイン教室

開講時期
概　要 科　目

基礎応用 ［3科目］

基礎 ［8科目］ 応用 ［8科目］

実践 ［5科目］

アントレプレナーシップ入門

※シラバス詳細はP.44以降参照

遠隔講義あり 遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

五十嵐　伸吾（QREC）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

東出　浩教
（早稲田大学ビジネススクール）

伊都キャンパス

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

遠隔講義あり

伊都キャンパス

前期・前半
水曜日､5,6限２コマ連続

前期・後半
金曜日 ５，６限２コマ連続

後期・後半
金曜日 ５，６限２コマ連続

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

芸術工学研究院専門科目

○

ー

○

○

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレ
ナーシップ」をもって行動することとはどのようなことか
を学ぶ。

社会の第一線で活躍するゲスト講師招聘によるインタラ
クティングによる議論。学生企画委員による講義運営。

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を
極大化するスキムを習得する。

戦略、組織、技術経営（MOT)など経営学の基礎を
学び、ケーススタディーで応用力を鍛える。

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等
から「変化」を読み取る。

2010年度までの「起業家セミナーⅠ」を改編。
アントレプレナーシップを考える前提として、「働く」ことの意
義や目的とは何か、いかに自らのキャリアを設計していくか、そ
のためにはどのような考え方、知識、行動、アプローチが必要
なのかを履修学生一人一人が考える契機を提供する。

「アイデアラボⅠ」では発想法を「アントレプレナーシップ機会
認知」では社会変化の気付きを学ぶ。本講義では、具体的な
課題に対する解決策を検討する上での問題解決法を学ぶ。

管理の幅、階層性、水平分業など「組織」の基礎概念を事例を
交えて学習し、いかに段階的に組織を立ち上げていくかを習
得する。

経営学の観点からイノベーション・マネジメントおよび市場
創造の基礎知識を紹介し、「技術と市場」の基礎フレームワ
ークを学んで行く。

個別事例の分析を通じて、競争優位性の形成過程や活用
手法に関する理解を深める。

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理論習
得-投資家、起業家　それぞれの立場から起業機会を評価
し投資する。もしくは投資を受けることができるようになる
ことを目標とする。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科目。
QREC科目で学んだ内容を適宜活用し1つの事業立ち上
げのプロセスを疑似体験する。

QREC科目の実践編。プロジェクト・ベースで技術を基礎と
する事業の立ち上げの実践力を養う。

アントレプレナーシップの観点より、いかに政策を立案すべ
きかを学ぶ

受講生が将来既存の企業内で新規事業の立ち上げ、若しく
は関係会社経営にあたることを想定し、最適な機会認識、
組織設計、運営を行うための知識を習得する。

応用編、実践編への橋渡しとして、特にベンチャーに限らな
い、経営学全般を座学で学習する。学習した理論がベンチ
ャーにおいてどのように応用されるのかをケースを通じて
学ぶ。また、英文の教材を使用することにより、ビジネス英
語に慣れることも目的の一つである。

「アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ」及び「同Ⅱ」で学
習したマーケティングの基礎をより発展させ、ケーススタデ
ィー、ワークショップを多用し、演習を中心としてSTPマー
ケティング、消費者行動などのテーマを中心に実践的マー
ケティングを体験的に学習する。

アントレプレナーシップ・ファイナンスIIへの橋渡しとして、特にベン
チャーに限らない、一般的な会計学及び基礎的なファイナンス論を
学習する。次に学習した理論がベンチャーにおいてどのように応用
されるのかをケースを通じて学ぶ。また、英文の教材を使用するこ
とにより、ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、 
ベンチャー企業や外資系大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO
等、現地で活躍する経営者、エンジニア、研究者、あるいは学生等の考
え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精神（チャレンジ
精神、自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識さ
せるとともに、自らの生き方、考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱され世界
に広がった「すべての人に開かれたデザイン手法」である。人々のニーズ、
テクノロジー、ビジネスの視点から、チームで課題を発見し、解決策を考える
アプローチであり、デザインの専門を越えてビジネスや教育で実践されてい
る。本授業で学ぶスキルは、その基礎となるファシリテーション、ラピッドプ
ロトタイピング、チームワーク、アイデア発想手法であり、専攻、コースを越
えたプロジェクト遂行に必要な基本的なスキルを学ぶ。

専門教育を学んだだけでは社会で通用しない。専門知識とともに、自らの専
門分野を含めた世界の様々な環境変化や社会のニーズ、課題等を理解する
力を得て初めて、社会におけるスタートを切ることができる。本講義では、受
講する学生に対し、実業界を含めた多様な経験と知識を持った講師陣が、研
究や技術を取り巻く課題や環境変化、科学や技術の社会での活かし方、社
会における理系人材の生き方等に関する講義を行って、大学における研究
や学習の意義、目的、社会的位置づけ等を理解させる。 

本講座では、「テクノロジー・マーケティングⅠ」でマーケティングの基
礎を習得していることを前提としてマネジメント・ゲームを使用するこ
とで、履修者は企業経営者の立場から製品開発、販路の選択、価格
の決定、人事配置、広告・調査等をゲームの中で実際に意思決定す
ることで体験的に製品開発を含めたマーケティングを学ぶ。

「テクノロジー・マーケティングⅡ」を英語開講。講義、議論は全て英語を基本
とする。本講座では、「テクノロジー・マーケティングⅠ」でマーケティングの基
礎を習得していることを前提としてマネジメント・ゲームを使用することで、
履修者は企業経営者の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事
配置、広告・調査等をゲームの中で実際に意思決定することで体験的に製品
開発を含めたマーケティングを学ぶ。

様々な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要
性理解、世界に存在する多様な文化・生活・価値観の理解、途上国
（BOP）問題の理解、新たな価値創造におけるデザイン手法の理
解、創造性発揮機会の提供、積極性・主体性向上、事業創造や技術
マネジメントに関する理解、コミュニケーション能力の向上等。

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ 箱崎キャンパス

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ

箱崎キャンパス

前期・後半
土曜日､1,2限２コマ連続

前期・前半
土曜日､1,2限２コマ連続

後期
隔週土曜日 1,2限２コマ連続

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

アイデア・ラボⅠ

デザイン・シンキング

伊都キャンパス

大橋サテライト

夏季集中

前期・後半
水曜日､5,6限２コマ連続

五十嵐　伸吾（QREC）
平井　康之（芸術工学研究院）

平井　康之（芸術工学研究院）

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・プログラム
（QREP)

事前：箱崎キャンパス
現地：米国シリコンバレー
事後：JR博多シティ

後期
1、2月事前講義、3月現地、総括講義

高田　仁（経済学研究院）

テクノロジー・マーケティングⅠ

前期　
隔週土曜日 ３，４限２コマ連続

前期　
日曜日 1－５限

朱　穎（経済学研究院）

テクノロジー・マーケティングⅡ

テクノロジー・マーケティングⅡ
（English）

ジェフリー・シュナック
（スリーロック株式会社）

ハイテク・アントレプレナーシップ

コーポレート・アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

五十嵐　伸吾（QREC）

ニュービジネス・クリエーション

五十嵐　伸吾（QREC）

堀尾　容康（炭素資源国際教育研究センター国際連携室）
谷口　博文（産学連携センター）

前期
隔週金曜日、１８：５０～２２：００

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

研究・技術マネジメント論
－競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために－

新興国アントレプレナーシップ
－途上国の課題解決をデザインする試み－

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

博多駅サテライトキャンパス等

箱崎キャンパス

後期・前半
金曜日､4,5限２コマ連続

後期・前半
火曜日 ４，５限２コマ連続

後期
隔週土曜日 1，2限２コマ連続

後期
隔週火曜日１８：５０～２２：００

通期・集中
原則隔週土曜日 午後

前期・夏季集中

後期・後半
土曜日 3-５限3コマ連続

ビジネスにおける競争優位性

高田　仁（経済学研究院） 後期
隔週火曜日１８：５０～２２：００

後期（後半）
水曜日､5,6限２コマ連続

後期
隔週土曜日 ３，４限２コマ連続

アイデア・ラボⅡ

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ

伊都キャンパス

伊都キャンパス

五十嵐　伸吾（QREC）

黒木　正樹（立命館大学）

科目名

教員名

メイン教室

開講時期
概　要 科　目

前期・前半　
隔週土曜日 ３-５限３コマ連続/
隔週日曜日 １-２限２コマ連続

講義一覧14
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■科目名

［基 礎］

授業方式 2コマ連続講義。座学、DVD教材、ゲスト講師招聘を組合せ。各回、演習を行う。

＜開講学期＞前期前半（水曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/17、4/24、5/1、5/15、5/22、5/29、6/5、6/12（5限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館/2307教室　

（遠隔）箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

アントレプレナーシップ、気付き

なし

次項目の基礎理解を目標とする。
①アントレプレナーシップの体系
②キャリアデザインとアントレプレナーシップの関係
③リスクとリターンの関連性
④リスクと不確実性

出席を重視する。出席40％、講義評価60％（うち五十嵐30％、高田30％）

□ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
□田路則子・露木恵美子「ハイテク・スタートアップの経営戦略」（東洋経済新報社）
□ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）／
高田　仁（経済学研究院）

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって
行動することとはどのようなことかを学ぶ。

講義はQRECの五十嵐伸吾及び高田仁の２名で担当。           
講義の２回程度は外部講師を招聘。

アントレプレナーシップの基礎概念として下記のトップクスについて自ら学習する機会を提供する。

１．アントレプレナーシップの定義
２．アントレプレナーシップの必要性
３．アントレプレナーシップとキャリアデザイン
４．アントレプレナーシップのプロセス
５．起業価値の発見・創造
６．アイデア創出
７．アントレプレナーシップの実際
８．チームの立ち上げ

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ入門

アントレプレナーシップ入門（特論）
アントレプレナーシップ入門

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ、キャリアデザイン

働き甲斐のある仕事を自ら設計するための知識や行動について考察する。

出席40%。講義への貢献40％。プロジェクト発表20%。

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

□大久保幸男『キャリアデザイン入門[１]』『同[２]』（日経文庫、日本経済新聞社）
□金井壽宏『働くひとのためのキャリア・デザイン』（PHP新書、PHP研究所）
□セス・ゴーディン『「新しい働き方」ができる人の時代』

① 自分の強みを分析する　② 強みに基づいた働き方のビジョンを描く
③ IT・情報リテラシーを高める

１．オリエンテーション・仕事を工作する「Job-Crafting」の紹介
２．働き甲斐について：心理状態「フロー」のしくみ
３．不確実な世界に立ち向かうための経営：ドラッカーの「５つの質問」
４．強みの分析
５．静物写真stil l  l i fe演習の紹介
6-７．ゲスト講演
８．Stil l  l i feの発表・総括

なし

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ

アントレプレナーシップ・セミナーⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
セミナーⅠ

2010年度までの「起業家セミナーⅠ」を改編。アントレプレナーシップを考える前提として、
「働く」ことの意義や目的とは何か、いかに自らのキャリアを設計していくか、そのためにはど
のような考え方、知識、行動、アプローチが必要なのかを履修学生一人一人が考える契機を
提供する。働き甲斐のある仕事を、自らの手でデザインする「job‐crafting」の考え方を紹
介。各自の強みを分析し、それらをキャリア設計にどう組み込んでいくかを、静物写真を使っ
た演習などを通じて検討する。授業ではITや情報のセンスを磨くことにも重点を置く。
各種アプリやサービスを授業で積極的に紹介し、実際に使ってみる。外部講師を招聘し現実
に即した事例に基づき招聘講師との直接的な対話する場を設ける。

＜開講学期＞前期後半（金曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞6/7、6/14、6/21、6/28、7/5、7/12、7/19、7/26
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館/2307教室

（遠隔）箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟1/101講義室

各授業を通じて随時、時間の管理、情報収集・整理、データ分析などに関わる各種サービスや
方法論を紹介し、実際に使ってみる。

2 0 1 3年度シラバス 詳細14
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科目名

授業方式

＜開講学期＞後期後半（金曜5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞11/29（6限のみ）、12/6、12/13、12/20、1/10、1/16、1/24、1/31
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1302教室
　　　　　　箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室　（※12/6以降）　

（遠隔）大橋キャンパス：5号館/525号室

アントレプレナーシップ、キャリア・デザイン、キャリア・アンカー

「アントレプレナーシップ・セミナーⅠ」あるいは「同（特論）」を原則履修済

外部講師との対話を通じてアントレプレナーシップのより具体的なイメージをつかむ

出席５０％（ウェブ学習システムの出席カードにて管理）
貢献１０％
最終レポート４０％

□ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
□ジェセフ・ボイエット/ジミー・ボイエット「経営パワー大全～最強起業家に学ぶ、戦略と
　実行のマネジメント」（日本経済新聞社）

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

アントレプレナーシップの多種多様なあり方を体感する。

※P.34に詳細あり

第1回　 　　　ガイダンス、キャリアデザインの必要性

第2回～第8回　2コマ連続講義
　　　　　　　各回　外部講師を招聘。
　　　　　　　外部講師による講義。
　　　　　　　履修者参加による演習。
　　　　　　　それを受けた講師によるフィードバック。
　　　　　　　担当教員による要点整理の形で、講義を進める。

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ

アントレプレナーシップ・セミナーⅡ（特論）
アントレプレナーシップ・
セミナーⅡ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

事前講義2回、米国現地講義１週間、総括講義1回

アントレプレナーシップ、多様性、グローバル、個人

谷川　徹（産学連携センター）

□フラット化する世界上/下（日本経済新聞社）
□ウェブ時代5つの定理（文芸春秋社）
□この国を出でよ（小学館）
□世界級キャリアの作り方（東洋経済新報社）等

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

起業家精神・米国セミナーロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）

説明会：12/5　18：45～20：00
箱崎キャンパス：創造パビリオン2F/ゼミナール室
伊都キャンパス：センター2号館/2307教室
大橋キャンパス：5号館/525教室
筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

事前講義：1/23、2/25（箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室）
現地講義：3/2～3/9（米国シリコンバレー）
総括講義：3/21（JR博多シティ 大会議室）

2011年度までの「起業家セミナーⅡ」を改編。アントレプレナーシップとは何かを考える契機を
提供する。社会の第一線で活躍する外部講師を招聘し様々な困難に直面したとき、どのような
アプローチと行動をとることで、その困難に打ち勝って来たかを学ぶ。

特になし
ただし、参加にあたっては、選考がある為、選考日程や提出書類等、詳細は、QRECホームペー
ジ（http://qrec.kyushu-u.ac.jp/）にて確認（12月に募集）。

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、 ベンチャー企業や外資系
大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO等、現地で活躍する経営者、エンジニア、研究者、
あるいは学生等の考え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精神（チャレンジ
精神、自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識させるとともに、自らの生
き方、考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

起業家精神醸成（自立した個人・個性の確立、チャレンジ精神の涵養） 、国際的意識向上（多様
性の認識） 、積極性・主体性向上 、大学で学び研究する意味・意義の理解と学習意欲の向上 、
起業や技術マネジメントに関する知識・実情理解 、世界トップ水準のビジネスの認識、等

出席30％、授業への参加態度（積極性等）25％、レポート（最終講義終了後提出）25％、総括
講義でのプレゼンテーション20％

□事前講義（オリエンテーションと英語討論研修等）：2014年1、2月に2回計4コマ6時間、　
　18：00以降実施

□現地プログラム（招聘講師による講義と討論及び企業訪問等）：3月上旬の1週間。日曜午後
　～金曜まで実質5.5日間 。20コマ強計約40時間。

□総括講義（福岡市内でのセミナー受講と研修成果発表会）：3月下旬に1回2コマ3時間、午後
　実施。以上総計で50時間程度予定　シリコンバレーでの招聘講師は延約40人

■科目名

［基 礎］

■科目名

［基 礎］
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科目名

■科目名

［基 礎］

■科目名

［基 礎］
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ラ
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シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講学期＞前期後半（水曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞6/12、6/19、6/26、7/3、710、7/17、7/24、7/31
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館/2307教室　

（遠隔）箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室
　　　（※7/24、31は産学連携棟Ｉ 2F/シリコンバレールーム）、
　　　大橋キャンパス：5号館/525号室、筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

2コマ連続講義。身近な課題を提示し、発想力を高める演習中心。

「アントレプレナーシップ入門」あるいは「同（特論）」を原則履修済であること。

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を極大化するスキムを習得する。

発散的思考法・収束的技法を習得する。特に、常識にとらわれない観察力、発想力を磨く。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

講義のうち2回（4コマ相当）は芸術工学研究院の平井康之による「デザイン思考」の基礎。

□ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
□ジェーン・フルトン・スリー､IDEO「考えなしの行動」（太田出版）
□星野匡「発想法入門」（日経文庫；日本経済新聞社）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）／
平井　康之（芸術工学研究院）

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

１．ガイダンス
２．問題解決技法：発散法と収束法
３．バグ（イライラの源）を探せ
４．逆転の発想法
５．デザイン思考基礎（その１）
６．デザイン思考基礎（その２）
７．アイデア発想と実施
８．グループワークの実施の結果発表 

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アイデア・ラボⅠ

アイデア・ラボⅠ（特論）アイデア・ラボⅠ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

芸術工学研究院専門科目

デザイン思考、ユーザー中心、デザイン

平井　康之（芸術工学研究院）／谷川　徹（産学連携センター）

デザイン・シンキング

デザイン・シンキング（特論）

ストラテジック・デザイン思考

デザイン・シンキング

＜開講学期＞夏季（9月）集中（但し、成績は後期として登録。）
＜開講日程＞9/17、9/24、9/25、9/26
＜開講地区＞大橋サテライト 

たくさんのアイデアの中から、精査、選択の過程を経て実際に実行できるものは1つだけ。そう
であれば、最初の段階で数多くのアイデアが創出できなければ、期待する成果は得られないか
も知れない。本講義では身近な材料を用いながら、その使用法、活用法をいかに短時間で多く
のアイデアを創出するかの演習を行う。

特になし。ただし原則として9/17(火）、9/24(火）、9/25(水）、9/26（木）の集中講義
全てに参加できることを要件とする。アイデオ社からのゲスト講師を迎え、講義は英語を交
えて実施される。日常会話程度の英語が理解できることが望ましい。

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同時に、課
題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価にいたるプロセス技法が必要である。
本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」を学び、受講者のイノベーシ
ョン実現能力向上を目指す。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱され世界に広がった「すべて
の人に開かれたデザイン手法」である。人々のニーズ、テクノロジー、ビジネスの視点から、チ
ームで課題を発見し、解決策を考えるアプローチであり、デザインの専門を越えてビジネスや
教育で実践されている。本授業で学ぶスキルは、その基礎となるファシリテーション、ラピッド
プロトタイピング、チームワーク、アイデア発想手法であり、専攻、コースを越えたプロジェクト
遂行に必要な基本的なスキルを学ぶ。

デザイン思考には、人・もの・環境・事柄相互の関係を読み解く能力が求められるため、日常的に
関係の成り立ちと状態における不具合や課題を見つけだす観察力、そして多角的に関係を再
構築する洞察力と創造力の自己研鑽に努めること。

出席を重視する。

第　１回　デザイン思考　イントロダクション
第　２回　デザイン思考　講義
第　３回　観察手法１（ユーザー調査紹介）
第　４回　観察手法２（ユーザー調査１）
第　５回　観察手法３（ユーザー調査２）
第　６回　観察手法４（ユーザー調査３）
第　７回　観察手法５（ユーザー調査まとめ）
第　８回　アイデア展開手法（課題まとめ）
第　９回　アイデア展開手法（拡散）
第１０回　アイデア展開手法（収束）
第１１回　ラピッドプロトタイピング手法１
第１２回　ラピッドプロトタイピング手法２
第１３回　事前評価
第１４回　プレゼンテーション
第１５回　スパイラルアップ手法 ※P.10に詳細あり

NEW
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科目名

■科目名

［基 礎］

■科目名

［基 礎］
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授業方式

＜開講学期＞前期前半（隔週土曜日3-5限：3コマ連続、隔週日曜日1、2限：2コマ連続）
＜開催日程＞4/20、4/21、5/18、5/19、5/25、5/26
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

なし（ただし、素敵な志を抱いて学問を学ぼう、生きていこうという人びとを強く求める）

アントレプレナーの目線から、基本的な経営学の概念を習得すること。

積極的な質疑・議論への参加を重視し、レポート等も用い、学習の進捗状況等を総合的に評価する。

ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）

アントレプレナーシップ、マーケティング、商品開発、イノベーション、組織、戦略

１．事業をつくるとは何だろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　□経営学入門（意思決定・動機づけ）とアントレプレナーシップ、ケース討議
　□地域で若者が仕掛けるＩＴベンチャー：ドコイコ社のケース
２．会社を大きくするってどんなことか？
　□事業機会：アントレプレナーシップとマーケティング、ケース討議
　□ペット保険業の創生というイノベーション：アニコム社のケース　×ゲスト・経営者生出演！
３．アントレプレナーの成功とは何か？
　□企業とステークホルダー：アントレプレナーシップと経営戦略、ケース討議
　□地域スポーツリーグの創造：株式会社ＩＢＬＪ社のケース　×ゲスト・経営者生出演！

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
マネジメントⅠ

１．事業をつくるとは何だろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

座学及びケース・スタディとする。英文のケースを使用する場合がある。
ケース・スタディでは積極的な討議参加を求める。

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

出席６０％、討議への貢献４０％

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（特論）
アントレプレナーシップ・
マネジメントⅡ

＜開講学期＞前期後半（土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞6/22、6/29、7/6、7/13、7/20、7/27、8/3
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

毎回、基本的な概念の提示とともにケースメソッドに基づく討議を行う。グループワーク、ケー
ス分析などの予習を踏まえ、授業中は全体の議論で理解を深めていく。基本的な進行方式は、
少人数グループと講師＋ゲストによる「ワクワク×ドキドキ」型の対話である。

本講義は毎回、基本概念の提示からスタートし（1コマ）、ケース討議（1-2コマ）を用い、グ
ループとクラス全体の対話を繰り返しながら進める。全く経営学を知らないというところか
ら、アントレプレナーシップ、新しい社会的価値の活動を主体的に取り組むことがどういう
現象なのかを理解していく。(1)経営学的キーワード（たとえば意思決定）の解説、(2)ケー
スと呼ばれる「短編小説」のような資料を読み、グループで議論して、(3)対話内容を振り
返りながら、そこから何に気づけるかを経営学の概念的に討議しながら学ぶ、というふうに
3つのセッションから構成されている。

アントレプレナーシップの視点から、マーケティング・製品開発・組織論・戦略論を学ぶ。何者でも
ないところから、新たな社会的価値を創造する、という人間的ならびに社会的変化の過程につ
いて、経営学的な「見晴らし」を得ることを目的としている。

アントレプレナーシップ、起業家精神、起業、イノベーション、ベンチャー、ベンチャー・キャ
ピタル、経営

「アントレプレナーシップ・マネジメントI」あるいは「同（特論）」を履修済みであることが
望ましい。

応用編、実践編への橋渡しとして、特にベンチャーに限らない、経営学全般を座学で学習する。
学習した理論がベンチャーにおいてどのように応用されるのかをケースを通じて学ぶ。
また、英文の教材を使用することにより、ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

経営において使用される用語、概念を十分理解し、会社の仕組み全般を学ぶ。

第　１回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第　２回　組織の基礎（座学：スタートアップ時の構成メンバー、ボード・ガバナンス、組織デザイ
　　　　 ン、インセンティブ、エージェント問題、採用・研修・解雇、権限規定と委譲、リーダー
　　　　 シップ、成長のマネジメントなど）
第　３回　ケース・スタディ
第　４回　マーケティングの基礎（座学：広告戦略、ブランディング、4P/4C、Push/Pull戦略、
　　　　 マーケットリサーチなど） 
第　５回　ケース・スタディ
第　６回　キャッシュフローと現在価値（座学）
第　７回　販売の基礎（座学：顧客発見、顧客獲得、顧客生涯価値など）
第　８回　ゲスト講師による講演
第  9回　会社の価値算定と資金調達（座学）
第１0回　株式公開・事業売却（座学）
第１1回　倫理（座学：粉飾の事例、経営者のジレンマ、過去の有名起業家の顛末）
第１2回　ケース・スタディ　
第１3回　ゲスト講師による講演
第１4回　まとめ及び講師の体験談
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授業方式

＜開講学期＞後期前半（水曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/2、10/9、10/16、10/23、10/30、11/6、11/13、11/20（5限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1302教室

（遠隔）箱崎キャンパス：産学連携棟I 2F/シリコンバレールーム、大橋キャンパス：5号館/525号室

「アイデア・ラボⅠ」あるいは「同（特論）」が原則履修済であること。

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等から「変化」を読み取る。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

□ジェーン・フルトン・スリー､IDEO「考えなしの行動」（太田出版）
□星野匡「発想法入門」（日経文庫；日本経済新聞社）
□パトリシア・ライアン・マドソン
　「スタンフォード・インプロバイザー：一歩を踏み出すための実践スキル」（東洋経済）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

2コマ連続講義。身近な課題を提示し、発想力を高める演習中心。

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ機会認知（特論）
アントレプレナーシップ
機会認知

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

□恩蔵直人『マーケティング』 (日経文庫)
□青木幸弘『消費者行動の知識』 （日経文庫）
□小川孔輔『マーケティング入門』（日本経済新聞社）
□セス・ゴーディン『パーミッションマーケティング』

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

出席40％、講義への貢献30％、各種レポートとプレゼン30%

アントレプレナーシップ・マーケティング

アントレプレナーシップ・マーケティング（特論）
アントレプレナーシップ・
マーケティング

＜開講学期＞後期（隔週土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/12、10/26、11/9、12/7、12/21、1/18、2/1（オンライン補講）、2/8
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室
　　　　　　箱崎キャンパス：産学連携棟I 2F/シリコンバレールーム（※12/21以降）

後期毎週水曜日5,6時限目毎回２コマ連続開講（2コマ×８回後期前半のみ開講）。
うち2回は、国際協力機構(JICA)や外国人など、発展途上国あるいは新興国の事情に詳しい
講師を招聘しより現実に近い問題解決を目指す。

起業プロセスの出発点は起業機会の発見から始まる。「発見」は、他者と同じ物を見て、違うふ
うに考えることによって生まれる。本講座では様々な地理、歴史、記事、データ等などのいくつ
かの組み合わせを提示し、そこからどのように傾向あるいは方向性があると解釈できるかの議
論を行う。本講義はグループワークによる議論を中心に進める。

ニュース、データ、地図等を組み合わせ、将来の変化を予想することで、アントレプレナーシップ・
プロセスの出発点としての機会認知能力を養成する。

アントレプレナーシップ、マーケティング、ソーシャルメディア

特になし

「アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ」及び「同Ⅱ」で学習したマーケティングの基礎を
より発展させ、ケーススタディー、ワークショップを多用し、演習を中心としてSTPマーケ
ティング、消費者行動などのテーマを中心に実践的マーケティングを体験的に学習する。
ソーシャルメディアなどを駆使した最新のマーケティング手法についても考察し、従来型マ
ーケティングと対比する。

① アントレプレナーに必要なマーケティングの基礎知識を身につける
② 市場調査を実施
③ マーケティング戦略を策定
④ ソーシャルメディアの影響について考察

マーケティングの本質について考え、マーケティング戦略の策定方法を学ぶ。

第１・２回　　 ガイダンス、講義説明、（演習：「九大」の組織分析）
第３・４回　　講義：企業の二つの機能～イノベーションとマーケティング（演習：大学の顧客と
　　　　　　QRECの顧客）
　　　　　 　講義：市場調査の基本（演習：ニーズ分析）
第５・６回　　 講義：イノベーションの普及（演習：QRECとイノベーション）
　　　　　　講義：ソーシャル系メディアの到来（演習：QRECとソーシャルマーケティング）
第７・８回　　 講義：ゲスト講演
第 ９・10回　 講義：マーケティングのしくみ（演習：『もしドラ』の事例分析）
　　　　　　マーケティング戦略策定のグループワーク
第11・12回　講義：統計分析（演習：人口動態から見える市場）
第13・14回　オンライン補講：５分のYouTube番組作成
第15・16回　マーケティング戦略の発表会
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授業方式

＜開講学期＞前期前半（土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/13、4/20、4/27、5/11、5/25、6/1、6/15、6/22（3限）
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

なし

会計クイズ20％、ファイナンスクイズ20％、出席60％

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅠ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

全学教育科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

各講師が各授業において提示する。

谷川　徹（産学連携センター）

出席50％、レポート（各回提出）30％、授業での積極性20％

課題科目Ⅱ（研究・技術マネジメント論）

研究・技術マネジメント論－競争力あるリーダー・研究者・技術者になるために－
研究・技術マネジメント論
－競争力あるリーダー・研究者・技術者になるために－　

＜開講学期＞後期前半（金曜日4、5限：2コマ連続） ※11/22のみ九大祭のため開講なし
＜開講日程＞10/4、10/11、10/18、10/25、11/1、11/8、11/15、11/29
＜開講地区＞箱崎キャンパス：旧工学部本館/第4講義室

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1302教室、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

第  １回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第  ２回　簿記の基礎
第  ３回　損益計算書（座学）
第  ４回　貸借対照表－資産勘定（座学）
第  ５回　貸借対照表－負債・資本勘定（座学）
第  ６回　財務諸表の作成（座学）
第  ７回　会計クイズ
第  ８回　財務分析（座学）
第  ９回　ファイナンスの基礎（座学）
第１０回　キャッシュフロー計算書（座学）
第１１回　収益還元法（座学）
第１２回　株価算定（座学）
第１３回　ファイナンスクイズ
第１４回　企業価値算定結果発表
第１５回　まとめ及び講師の体験談

座学中心。途中、会計クイズ、ファイナンスクイズを実施し、理解度を測る。最終課題は、
チームに分かれ、実存するベンチャーの事業計画書を元に株価を算定、ベンチャー・キャピ
タルに対するプレゼンテーションを準備、発表する。

アントレプレナーシップ・ファイナンスIIへの橋渡しとして、特にベンチャーに限らない、一般的
な会計学及び基礎的なファイナンス論を学習する。次に学習した理論がベンチャーにおいて
どのように応用されるのかをケースを通じて学ぶ。また、英文の教材を使用することにより、
ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

簿記、財務諸表の読み方・作成、財務分析、収益還元法による企業価値評価、スタートアップ
企業の株価算定方法、投資家との条件交渉のプロセス

アントレプレナーシップ、起業家精神、イノベーション、ベンチャー、ベンチャー・キャピタル 市場、マネジメント、イノベーション、アントレプレナーシップ

なし

外部講師からの講義60-70％程度、質疑及びテーマを設定しての討論40～30％程度の
割合で構成し、双方向のクラス運営を行う。各回終了後簡単なレポートを課す。

専門教育を学んだだけでは社会で通用しない。専門知識とともに、自らの専門分野を含めた世界
の様々な環境変化や社会のニーズ、課題等を理解する力を得て初めて、社会に置けるスタートを
切ることができる。本講義では、受講する学生に対し、実業界を含めた多様な経験と知識を持った
講師陣が、研究や技術を取り巻く課題や環境変化、科学や技術の社会での活かし方、社会におけ
る理系人材の生き方等に関する講義を行って、大学における研究や学習の意義、目的、社会的位
置づけ等を理解させる。 
また技術の活用方法、実用化のありかた等を、広い視野から学ぶ機会を提供し、研究や学問への
取り組み意欲の向上と目標設定、学び方の指針を与える。理系の人材だけでなく、科学や技術、
サービスを扱うビジネスに携わる人材にも有用な講義。

専門分野中心に学ぶ大学の中では知り難い、社会の広い視野、考え方に触れさせ、自らの研究
や学問の位置づけや目標、進め方を問い直し、有効かつ効率的に学ぶ契機を与える。また今後
の進路選択への有効な示唆を与える。また社会に出た場合に、研究や技術をビジネスに生かす
上での基本的知識、考え方のヒントを与える。

講義はいわゆる技術マネジメント（MOT）の総合的かつ基礎的講義であり、大学内外で活躍す
る実業経験のある複数の外部講師が、毎回講義形式にて専門分野の知見を教授する。なお本
講義は社会人の聴講を認める（事前登録制）。
講義回数は8回、180分/回(後期前半8週間) 。10月4日が第一回目。 
下記は2013年度：

１．オリエンテーション／イノベーション論
２．デザイン・イノベーション論 －安心・安全な社会と新産業を生むスマートデザイン－
３．研究構想論 －グローバル・ネットワーク時代のイノベーション技法－
４．事業戦略・知財マネジメント論 －知財を事業戦略にどう生かすか－ 
５．産学連携論 －産学連携が国を変える、地域を変える、人を変える－
６.事業環境論 －情報技術は世界をどう変えるか－
７．新ものづくり論 －ウェブ社会からファブ社会へ－
８．研究環境論 －グローバル市場の大変革期における事業／研究戦略－ 

NEW

2 0 1 3年度シラバス 詳細14



科目名

■科目名
■科目名

［応用］［応用］

5756

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講学期＞後期後半（水曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞11/20（6限のみ）、12/4、12/11、12/18、1/8、1/15、1/22、1/29
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1302教室

（遠隔）箱崎キャンパス：産学連携棟I 2F/シリコンバレールーム、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室（※12/11以降は閉鎖）

「アイデア・ラボⅠ」、「アントレプレナーシップ機会認知」あるいは「同（特論）」が原則履修済。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アイデア・ラボⅡ

アイデア・ラボⅡ（特論）アイデア・ラボⅡ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

Stephen P.Rubbins（高木晴夫訳）「組織行動のマネジメント」（ダイヤモンド社）

黒木　正樹（立命館大学）

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（特論）
アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

＜開講学期＞後期（隔週土曜日3、4限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/5、10/19（休講）、11/2、11/16、11/30、12/14、2014/1/11、
　　　　　　1/25、2/1（補講日）
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

後期毎週水曜日5、6時限目　毎回2コマ連続開講。（2コマ×8回、後期後半のみ開講）

講義の2回程度は外部講師を招聘する予定。
たくさんのアイデアの中から、精査、選択の過程を経て実際に実行できるものは1つだけ。
そうであれば、最初の段階で数多くのアイデアが創出できなければ、期待する成果は得ら
れないかも知れない。本講義では身近な材料を用いながら、その使用法、活用法をいかに
短時間で多くのアイデアを創出するかの演習を行う。特に「アイデア・ラボⅡ」ではより具体
的な課題、例えば東日本の震災復興、新興国や発展途上国の貧困撲滅など、を対象とする。

「アイデアラボⅠ」では発想法を「アントレプレナーシップ機会認知」では社会変化の気付き
を学ぶ。本講義では、具体的な課題に対する解決策を検討する上での問題解決法を学ぶ。

アイデア・ラボⅠに引き続き、発散的思考法・収束的技法を習得する。特に、常識にとらわれな
い観察力、発想力を磨くとともに、具体的な課題の評価軸の設定法を習得する。

□ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
□ジェーン・フルトン・スリー､IDEO「考えなしの行動」（太田出版）
□星野匡「発想法入門」（日経文庫；日本経済新聞社）

2コマ連続講義。身近な課題を提示し、発想力を高める演習中心。

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

アントレプレナーシップ、チーム力

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ、Ⅱあるいは同（特論）を履修済であることが望ましい。

Team Building理論の習得

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を予め読んで授業
に出席し、討論に参加すること。またケース教材としてはハーバード大学ビジネススクール
のケースを使用した事例研究とその事例から抽出できる理論面の検討をクラスで行う。

組織行動論の分野におけるTeam Building理論の習得を通して受講生の自己管理や組織管
理に関する知識（理論）とスキルの習得。

□クイズ計４回：１回１０点満点（計４０点）　　□グループ課題計５回：１回１０点満点（計５０点）
□日常点（クラス討論参加度）：２０点　　　　□その他（出欠）：１５点
□Final Case 分析： ５０点　　　　　　　 □総合：１６５点満点

授業計画 テーマ / キーワード Reading Assignment クラス演習、クイズ

1～２回目
イントロダクション：アントレプレナーと組織行動学

優秀な組織とは？
第1章 討論（必要があれば、DVDを使用）

第2章と第3章 グループ課題①

ケース① クイズ：ケース①

第4章 グループ課題②

授業配布資料

第6章と付属資料 グループ課題③

ケース② クイズ：ケース②

第７章、第8章と第9章

クイズ：ケース③

授業配布資料

グループ課題④

グループ課題⑤

クイズ：ケース④

授業中の試験

個人行動の原理　パーソナリティーと個人差（価値観の変化）

ケース①　

モチベーションとゴール：動機づけ モチベーションと報償：動機応用

ゲストスピーカー１：起業家 A

個人の意思決定

ケース②　

集団行動、チームダイナミズムコミュニケーション

ケース③

リーダーシップと信頼、政治

ゲストスピーカー２：ベンチャー企業起業家 B

Final Case 分析

3～4回目

5～6回目

7～8回目

9～10回目

11～1２回目

13～14回目

15～16回目

組織構造の基礎　組織文化　成功する組織づくりのために

ケース④

第10章 第11章 第12章

第13章 第14章 第15章
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科目名

■科目名■科目名

［応用］［応用］

5958

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講学期＞前期（隔週土曜日3、4限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/13、4/27（休講）、5/11、6/1、6/8（補講日）、6/15、6/29、
　　　　　  7/13（3-5限：3コマ連続）
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

なし

出席、発表、レポート、試験により総合的に評価する。

朱　穎（経済学研究院）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

テクノロジー・マーケティングⅠ

テクノロジー・マーケティングⅠ（特論）テクノロジー・マーケティングⅠ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

□フィリップ・コトラー「コトラーのマーケティング・コンセプト」（東洋経済新報社）
□石井淳蔵・廣田章光「１からのマーケティング」（碩学舎; 第3版）

ジェフリー・シュナック（スリーロック株式会社）

テクノロジー・マーケティングⅡ

テクノロジー・マーケティングⅡ（特論）テクノロジー・マーケティングⅡ

＜開講学期＞前期（日曜1-5限：5コマ連続）
＜開講日程＞6/23、7/7、7/21
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

第1回（2コマ）：イノベーション・マネジメントの基礎

第2回（2コマ）：マーケティングの基礎、市場細分化の論理

第3回（2コマ）：技術のライフサイクルとキャズムの論理

第4回（2コマ）：技術のドミナントデザイン

第5回（2コマ）：イノベーションの類型と市場戦略

第6回（2コマ）：オーペン・イノベーション

第7回（2コマ）：補論とまとめ

第8回：期末試験　　　　　

経営学の観点からイノベーション・マネジメントおよび市場創造の基礎知識を紹介し、「技
術と市場」の基礎フレームワークを学んで行く。

イノベーションの普及プロセスを理解し、多様な観点から「技術と市場」を捉えること。

ジェフリー・ムーア(2002)『キャズム』（翔泳社）

講義形式、ケーススタディ・メソッド

市場セグメンテーション、技術のキャズム

アントレプレナーシップ、製品最適設計、マーケティング演習

「テクノロジー・マーケティングⅠ」、または「同（特論）」を原則履修済。

理論としての技術経営論をマーケットで適用し、実践力を養う。

講義はマネジメント・ゲームを使った演習を行う。このため、本講義は集中講義とする。
履修者を４～５チームで分け、各チームが一つの会社として実際に意思決定することで体
験的にマーケティングを学ぶ。

高性能な製品が売れるとは限らない。市場に受け入れられる適切な性能、価格等をバラン
スさせることで売れる商品となる。本講座では、マネジメント・ゲームを使用することで、履
修者は企業経営者の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事配置、広告・調査
等を実際に意思決定することで体験的にマーケティングを学ぶ。

第１回　ガイダンス/チーム編成、マーケティング、MOT基礎復習
第２回　マネジメントゲーム演習
最終回　マネジメントゲーム演習、チーム発表、総括

マネジメント・ゲームで製品開発を体験し、どのような製品が受け入れられるのかを学ぶ

出席を重視する。出席40％。講義への貢献30％、最終レポート40%
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科目名

■科目名■科目名

［応用］［応用］

6160

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講学期＞後期前半（火曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/15、10/22、10/29、11/5、11/12、11/19、11/26、12/3
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1306教室

Prerequisite: “Technology Marketing I” or “Advance Lecture in 
Technology Marketing I”

Attendance:40% Participation:30% Final report:30%

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

テクノロジー・マーケティングⅡ（English）

テクノロジー・マーケティングⅡ（English）（特論）
テクノロジー・マーケティングⅡ
（English)

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

特に指定しない。必要な資料等は都度配布する。

高田　仁（経済学研究院）

課題科目Ⅲ（ビジネスにおける競争優位性）

ビジネスにおける競争優位性特論

ビジネスにおける競争優位性（特論）ビジネスにおける競争優位性

＜開講学期＞後期（隔週火曜日 18：50-22：00）
＜開講日程＞10/8（ガイダンス）、10/15、10/29、11/12、11/26、12/10、12/24、1/21
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1302教室、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

Students will learn experientially about marketing by making decisions regarding 
product development, distribution channels, pricing, human resources, advertising 
and research, as though they are managing a real company. 
10/15 （1-2）      Orientation and group allocation; review of basic marketing manage　
　　　　　　　　 ment concepts 
10/22 （3-4）     Review of technology management concepts; management game 
10/29 （5-6）     Management game 
11/  5 （7-8）     Management game 
11/12 （9-10）   Management game 
11/19 （11-12） Management game 
11/26 （13-14） Management game 
12/  3 （15-16） Team presentations; final review 
Subject to change.

Develop marketing skil ls through simulations

1. Experience the complex web of decision making necessary to execute   
　 a marketing strategy
2. Develop a better understanding of marketing theories in practice

□Philip Kotler“Kotler on Marketing”（Free Press; New edition） 
□Philip Kotler“Marketing Management”（Pearson Education）

This intensive course is the equivalent of “Technology Marketing II” but 
will be conducted in English. The best products are not necessarily the 
best selling products. For a product to sell, they must be optimized for 
the market it serves, striking a balance between features and price. 
Using the fundamentals acquired in “Technology Marketing I,” we will 
use a sophisticated computer simulation in which students will play a 
management game. Executive decisions on product development, distri-
bution, HR, marketing and sales will be simulated and tested to encour-
age experiential learning of major marketing theories.

アントレプレナーシップ、製品最適設計、マーケティング演習

競争優位、コア・コンピタンス、参入障壁、MOT、技術経営

関連するQREC科目（アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ・Ⅱ、テクノロジー・マーケティン
グⅠ・Ⅱ）あるいは、同（特論）を履修済みであることが望ましい。

個別事例の分析を通じて、競争優位性の形成過程や活用手法に関する理解を深める。

□講義は、隔週の２コマ連続講義とする。
□毎回の講義では、招聘講師によるスピーチを行う。その内容をふまえてグループ・ディス
　カッションと発表を行い、最後に全体討議を行う。
□毎回、事前課題として次回招聘講師のスピーチに関連する事例分析を課す。

本講義では、他社に真似できない競争優位の源泉となる中核的な能力や資源に着目する。
特に、技術経営（MOT）におけるそれら能力や資源の形成および活用の手法を学ぶ。

第１回　　　　ガイダンス
第２～３回　　 コア技術戦略（１）
第４～５回　　 コア技術戦略（２）
第６～７回　　 知的財産戦略と海外展開
第８～９回　　 技術価値の顧客価値への転換
第１０～１１回　ハイテク企業の創業と成長
第１２～１３回　IT分野における競争優位性（俊敏生と先行者利益の獲得）
第１４～１５回　投資家からみた競争優位性 

主要な競争優位性の構成要素に焦点を当て、事例として取り上げる企業の経営者をゲスト講師
として招聘し、理論と実践の両面から理解を深める。

事前課題への対応（３０％）、講義やディスカッションへの貢献（５０％）、期末レポート（２０％）

NEW
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科目名

■科目名■科目名

［実践］［応用］

6362

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講日程＞後期後半（土曜日3-5限：3コマ連続）※1/19のみ日曜日3-5限開講
＜開講日程＞12/7、12/21、2014/1/18、1/19、2/8
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

会計財務の基本的知識。
アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠあるいは同（特論）を履修していることが望ましい。

講義への貢献、レポート等より総合的に判断する（詳細はガイダンス時に提示する）

東出　浩教（早稲田大学ビジネススクール）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

課題科目Ⅰ（アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ（特論）
アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

□ステーブ・ブランク&ボブ・ドーフ「スタートアップ・マニュアル（翔泳社）
□エリック・リース「リーン・スタートアップ」（翔泳社）
□アレックス・ワールダー＆イブ・ビニュール「ビジネスモデル・ジェネレーション」（翔泳社）

五十嵐　伸吾／玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

ニュービジネス・クリエーション

ニュービジネス・クリエーション（特論）ニュービジネス・クリエーション

＜開講学期＞後期（隔週土曜日 1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/5、10/19、11/2、11/16、11/30、12/14、2014/1/11、1/25
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ｉ 2F/シリコンバレールーム

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理論習得 - 投資家、起業家　それぞ
れの立場から起業機会を評価し投資する。もしくは投資を受けることができるようになるこ
とを目標とする。

ベンチャーキャピタル（VC)を中心とする資金の出し手の投資行動を理解し資金調達法を習
得する。その前提としてVCが運用する投資ファンドの設立・運用方法を習得する。

以下にあげるようなトピックを適宜、授業全般を通じて取り扱う。
各授業に一つのトピックが割り当てられている訳ではない点には留意。

□アントレプレナーシップの価値
□創造力と起業機会の評価
□起業家の特質と行動パターンの評価
□起業家のマインド・セットを評価する
□ビジネスプランが価値を生む局面とプランの評価
□顧客分析とValue設計の手法と評価
□差別化と参入戦略の設計・評価
□ビジネス・モデリングのステップと評価
□起業における投資評価と各種のバリュエーション
□事業の進展に伴うファイナンスのプロセス
□投資事業組合の組成と運営
□エージェンシー理論を踏まえた上でのベンチャーキャピタル投資の理解と、理論の限界
□ネゴシエーション技法と契約まで
□様々なEXITルート

特に指定しない。必要な日本語および英語の参考資料、論文などを教材パケットとして購入。
必要に応じてKindleなどから数点資料として購入。

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を課題として課す。
その上で講義に出席し、討論に参加すること。またケース教材を用いその事例から抽出でき
る理論面の検討をクラスで行う。

アントレプレナーシップ、資金調達、バリューション

アントレプレナーシップ、ビジネスプラン作成、MOT、マーケティング演習

「アイデア・ラボⅡ」、「テクノロジー・マーケティングⅡ」あるいは「同（特論）」を原則履修済。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科目。QREC科目で学んだ内容を適宜活
用し1つの事業立ち上げのプロセスを疑似体験する

2コマ連続講義。実際の技術から事業立ち上げの演習。

前半は五十嵐、後半は玉置が担当。
実際のビジネス・シード（技術シード）を提示し、そこからそれを最終的にはビジネスプラン
（事業計画）として結実させるまでのプロセスを学ぶ。履修者は起業家の視点から潜在市場
を分析し、それに即した製品開発を推進し、並行してコア・コンピタンス（中核的競争優位）を
どのように構築しどう確保するか、販路をどのようにするか、価格をいくらにするか、人事戦
略、プロモーション（広告）の戦略等を各回で積み上げながら体験的に事業創造方法を学ぶ。
最終回では実際の投資家及び技術提供者を招き作成したビジネスプランの発表会を行う。

実際のビジネスシードから起業機会を分析し、その機会を活用するためのビジネスモデルの構
築、その上で経営リソースを如何に結集させるかの戦略策定までを目標とする。

出席を重視する。出席30％。講義への貢献30％、最終レポート40%
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科目名

■科目名■科目名

［実践］［実践］

6564

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

授業方式

＜開講学期＞前期（隔週金曜日 18：50-22：00）
＜開講日程＞4/19、5/10、5/24、6/14、6/28、7/12、7/26、8/9
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ｉ 2F/シリコンバレールーム

「ニュービジネスクリエーション」、「アイデア・ラボⅡ」あるいは「同（特論）」を原則履修済。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ハイテク・アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ（特論）

起業機会探索

ハイテク・アントレプレナーシップ

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

コーポレート・アントレプレナーシップ

コーポレート・アントレプレナーシップ（特論）

コーポレート・アントレプレナーシップ（特論）

コーポレート・
アントレプレナーシップ

＜開講学期＞後期（隔週火曜日 18：50-22：00）
＜開講日程＞10/8（7限*休講）、11/5、11/19、12/3、12/17、1/7、1/28、2/18
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1302教室

QREC科目の実践編。プロジェクト・ベースで技術を基礎とする事業の立ち上げの実践力
を養う。

いくつかの技術シードを用い、技術の種類の違いを意識しながら、対象の技術特有のコア・コ
ンピタンス（中核的競争力）の構築及び確保の方法を学ぶ。

講義の２回程度は外部講師を招聘。

高性能な製品が売れるとは限らない。潜在市場を分析し、市場に受け入れられる適切な性
能、価格等をバランスさせることで売れる商品となる。当然、新市場参入後、自社より大き
なリソース（経営資源）を持つ企業の市場参入が予想される。それに備えて、いかに自社の
コア・コンピタンス（中核的競争力）を確立・確保し、競争状況に打ち勝っていくかを実際の
技術シードを用いた体験学習あるいはケース・スタディーを活用して学ぶ。

□キャスリーン・アレン「科学者が『起業』で成功する方法」（日経BP社）
□ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）
□エリック・リース「リーン・スタートアップ」（翔泳社）

2コマ連続講義。実際の技術から事業立ち上げの演習。

アントレプレナーシップ、製品最適設計、知的財産

アントレプレナーシップ、起業家精神、社内起業、イノベーション、ベンチャー、ベンチャー・
キャピタル

なし

受講生が将来既存の企業内で新規事業の立ち上げ、若しくは関係会社経営にあたることを
想定し、最適な機会認識、組織設計、運営を行うための知識を習得する。

座学及びケース・スタディとする。英文のケースを使用する場合がある。ケース・スタディで
は積極的な討議参加を求める。

第  １回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第  ２回　企業内ベンチャーは何故必要か（座学）
第  ３回　企業内ベンチャーと独立ベンチャーの違い（座学）
第  ４回　準備（戦略立案、革新を生む企業文化の醸成、制度設計、など）（座学）
第  ５回　ケース・スタディー
第  ６回　ビジネスチャンス及び経営陣の選定（座学）
第  ７回　ケース・スタディ
第  ８回　計画、実行、組織化、管理（座学）
第  ９回　ケース・スタディー
第１０回　ゲスト講師による講演
第１１回　社内政治力学（座学）
第１２回　ベンチャー・キャピタル（VC）とは（座学）
第１３回　コーポレート・ベンチャー・キャピタル（CVC）と独立VCの違い（座学）　
第１４回　ケース・スタディ
第１５回　まとめ及び講師の体験談

主に組織設計にフォーカスし、違った組織形態やインセンティブの設定が構成員の行動にどの
ような影響を与えるかを学んでいく。

出席６０％、討議への貢献４０％

NEW
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授業方式

＜開講学期＞前期・夏季集中

事前講義：6/29、6/30、7/14（箱崎キャンパス：産学連携棟Ｉ 2F/シリコンバレールーム）
現地講義：8/15～8/23（バングラディシュ）
事後講義：8/31、9/7、9/21（箱崎キャンパス：産学連携棟Ｉ 2F/シリコンバレールーム）

なし

出席40％、授業への参加態度（積極性等）40 %、最終報告案（20%）
※途上国現地でのフィールドワークをしない場合は出席評価を10％減じる。

谷川　徹（産学連携センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

新興国アントレプレナーシップ

新興国アントレプレナーシップ
－途上国の課題解決をデザインする試み－

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：4単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

第１～３期政策提言報告書、必要な政策資料・文献はその都度紹介する。

谷口　博文（産学連携センター）／堀尾　容康（炭素資源国際教育研究センター国際連携室）

地域政策デザイン論地域政策デザイン論

＜開講学期＞通期 集中（原則隔週土曜日午後）
＜開講地区＞博多駅サテライトキャンパス等

BOP国での課題解決をテーマとし、デザイン思考の考え方を活用しながら、BOP現地実
査も取り入れて、新しい製品やサービスの創出をゴールとする。このプロセスにおいて、
○様々な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要性理解、○世界に存在
する多様な文化・生活・価値観の理解、○途上国（BOP）問題の理解、○新たな価値創造
におけるデザイン手法の理解、等の機会を提供し、受講生の創造力、積極性・主体性、コミ
ュニケーション能力等の向上を図る。

□事前講義（オリエンテーションとワークショップ）：
　箱崎キャンパスにて2013年5-6月の週末2回、2日間計12時間
　-オリエンテーション、途上国問題講義、チームビルディング、ビジネスデザイン
　手法基礎講義
　-フィールドワーク準備（対象国/地域の学習、取り組み計画策定、着眼点討論等）
□現地プログラム（途上国・地域でのフィールドワーク）
　約1週間。途上国・地域の現状観察。課題の把握と改善の方向検討等）約40時間
□事後講義（解決プロダクト。サービス案の検討、プロトタイピング、ビジネス手法）
　箱崎キャンパスにて、具体的提案創出、デザイン手法のワークショップ 1日6時間
□総括講義(具体的プロダクト・サービスのビジネスプラン発表と評価)総括。1日6時間

□「世界を変えるデザイン」（英治出版）
□「ネクスト・マーケット」（英治出版）
□「発想する会社！」（早川書房）等

講義約30％、フィールドワーク40％、質疑。意見交換30％

アントレプレナーシップ、BOP、デザイン、観察、プロトタイプ
政策、企画立案、地域デザイン、国際戦略、地域活性化、官民連携

学内オリエンテーションに必ず参加すること（多数の場合は選抜）。

様々な政策課題の解決にあたり、中央に頼ることなく地域が自ら将来像を描き、その実現の
ための方策を自分で企画立案できる能力を持つことが今後極めて重要となる。授業では具
体的な政策テーマについて、現場のニーズをくみ取りながら現行制度の枠組みにとらわれず
新たな発想で制度を組み立て、自分で政策を立案するプロセスを実体験する。

社会人受講生とともに各界で活躍中の有識者、専門家などからテーマに沿った講演を聞き、
チューターの指導の下、グループ討議を重ねて、政策提言報告書の作成、政策発表会に向け
た作業を行う。

説明   （4/17）　　  　　　　　  学内オリエンテーション（学部生も参加可能）
第 1回（5/5,6）　   　　　　　　合宿（志賀島）
第 2回（5/14）　　　　　　　　 記念講演（電気ビル みらいホール）
第 3回（5/25）～6回（7/6）　　  講義・演習（JR博多シティ大会議室）
第 7回（7/13,14,15) 　　　　　合宿（釜山）
第 8回（8/3）～13回（10/26）　 講義・演習（JR博多シティ大会議室）
第14回（11/9）　 　　　　　　　政策提言発表、シンポジウム（電気ビル みらいホール）
　　　　　　　　　　　　　　　　講義・演習は原則土曜日午後、博多駅サテライトキャン
　　　　　　　　　　　　　　　 パス等において行うほか、学外における合宿、フィールド
　　　　　　　　　　　　　　　　サーベイ等を行う。

合宿と政策発表を除き、毎回原則として1コマの講義、2コマの演習を実施。
演習は、政策提言分野に応じてチームを編成。チューターの指導の下、チーム毎の調査活動
（フィールドワーク・ヒアリング、データ分析等を含む）を実施し、政策提言として報告書を取り
まとめ、最終日に成果を発表する。
　
講座が用意するインターネット上グループウエアを使用し、講座からの必要な連絡、
学生間の情報交換、討論等を行う。
講師や日程の詳細は、ホームページに掲載。

具体的な政策課題について、課題解決のための実践的な方策を見出し、政策提言として取りま
とめる過程で、政策の企画立案能力と実践的応用力を身につけることを目標とする。

積極的参加（60％）、政策提言への貢献（40％）

新興国アントレプレナーシップ  －途上国の課題解決をデザインする試み－
NEW

※P.11に詳細あり

2 0 1 3年度シラバス 詳細14
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２．講義・演習

３．その他
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研究室名／会社名 株式会社ヴァイス

101号室

代表取締役社長　今治 智隆

コンテンツ及びソフトウェアの開発ならびに展開

■事業目的

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

コンテンツビジネスの展開に掛かるアイデアを持つクライアントとともに企画およ
び製作を行っていき、ビジネスとしての実現を達成する。また、コンテンツ開発を
目指す人材に経験と交流の場を与え、アイデアを具体化することを可能にする。

■事業内容
コンテンツ事業についてのコンサルタント業務
コンテンツ事業の開発・運営・分析
ゲームクリエーターの育成と交流事業について企画・運営

■コンテンツ事業の新規立ち上げ及びシード開発
　○SNSゲーム「ドラゴンはじめました。」の制作　
　○スマートフォンアプリ「たわーりんぐ・いんふぇるの(仮)」の制作
　○その他3件のシードの企画および制作に関与

■ゲームクリエーターの育成と交流事業についての企画と立ち上げ準備
　○Game Creators Guildの企画と立ち上げ準備　
　○Great One Projectの企画と立ち上げ準備

■関連企画に関する協力
　○イベントの立ち上げおよび実施への協力　
　○中国企業の日本進出に関する協力

合同会社ビューティフルサンデー

代表 北島 貴子

訪問カウンセリング事業

■事業概要

■利用者への支援の結果として

○引きこもり青年（壮年期含む）の社会適応への支援
○不登校児童の心のケア
○精神障がい者の就労支援

■支援の形態と現在までの利用者数
○訪問看護ステーションゆいまーる（医療保険診療）　52名
○家族相談室ビューティフルサンデー（保険診療外）　2名
○家庭学習支援室BFS（保険診療外）　2名

○精神障がい者の就職2名、アルバイト就業2名、作業所等への通所開始5名
○引きこもり青年…グループ活動への参加開始2名
○不登校児…外出・受診拒否から通院開始1名
学生の創業（インキュベーション）としてスタートしたため、1年目はシステム作りと経済的な基盤作りで終了。
今年度より少しずつ社会貢献のシステム作りと研究とを進めていく予定。

15

15

インキュベーター・テナント活動状況［ 付録 ］　
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I n c u b a t i o n

九州大学 理学研究院  
鹿島薫研究室

乾燥地域の水循環・水環境の変動と
将来予測およびその対策に関する
国際共同プログラム

（1）学術論文
A. Orkhonselenge, S.K. Krivonogov, K. Mino, K. Kashiwaya, I .Y. Safonova, M. 
Yamamoto, K. Kashima, T. Nakamura, J.Y. Kim Holocene sedimentary records 
from Lake Borsog, eastern shore of Lake Khuvsgul, Mongolia, and their 
paleoenvironmental  impl icat ions,  Quaternary Internat ional ,　vol .290-291,  
p.95-110, 2013 DOI 1016/j.quaint.2012.03.041ほか８編

（2）講演会・学会発表
Geoecological approach on the desertification issue of Mongolia（モンゴルの砂漠化
問題における地生態学的なアプローチ）
ゲストスピーカー　Prof. Dr. Kong, Woo-Seok、Kyung Hee University, Seoul, Koreaを
2014年2月九州大学で開催。
国際学会講演8件、国内学会8件

（3）その他
海外からの施設利用者(2013年度)：モンゴル４名、エジプト３名、韓国３名、台湾１名

研究室名／会社名

202号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

研究室名／会社名

102号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

モンゴルなどの中央アジア、および中東各国などの乾燥地域では、現在、深刻な環境破壊に直面している。
特に、砂漠化の進行と地下水などの水環境の破壊は我々の想像を越えるものであるが、大学院などにおい
て総合的な教育を受けた専門家は乏しく、環境保全のため、本当に必要な人材の育成は程遠いのが現実で
ある。このため、継続的な現地調査に基づく共同研究を進めている。研究内容は以下のとおりである。

○衛星画像解析（ＧＩＳ）を用いた砂漠化・乾燥化に伴う水環境変動の定量的復元
○顕微鏡による水試料の分析とそのための試料調整ライン

准教授 鹿島 薫

株式会社セルイノベーター

マイクロアレイの実験方法および
実験データ解析手法に関する研究

（１）マイクロアレイの実験の実施、および計算機による実験データの解析
（２）診断マーカーや新たな分子生物学的発見のために、計算機を使ったネットワーク解析

Yoshida S, Arakawa F, Higuchi F, Ishibashi Y, Goto M, Sugita Y, Nomura Y, 
Niino D, Shimizu K, Aoki R, Hashikawa K, Kimura Y, Yasuda K, Tashiro K, 
Kuhara S, Nagata K, Ohshima K.　
Scand J Rheumatol. 2012 May;41(3):170-9. Epub 2012 Mar 9.

Nagata, M., Nakayama, H., Tanaka, T., Yoshida, R., Yoshitake, Y., Fukuma, D., 
Kawahara, K., et al. 
doi:10.1038/bjc.2011.387. [Epub ahead of print]

代表取締役 齋藤 雅光
（前任者：小野 祥正）

研究室名／会社名

204号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

株式会社セルイノベーターの
受託解析の特徴
　

マイクロアレイ受託実験データのアウトプット
　

講師 田中 昭代

多様な炭素系および金属系ナノマテリアルの肺障害評価法の開発

九州大学 医学研究院　環境医学研究室

　動物実験や疫学研究よりインジウム-スズ酸化物（Indium-tin oxide:ITO）がヒトや実験動物

に対して毒性を示すことが明らかになってきた。ITOの吸入によりヒトでは肺障害の発現は認めら

れているが、肺以外の臓器におけるインジウムの動態や影響についての報告はほとんどない。

我々はハムスターを用いたITOの気管内反復投与による慢性影響実験を行い、肺障害の程度

が経時的に増悪すること報告した（JOH 2010）。今回、ハムスターを用いた慢性影響実験

において肺のインジウム量および肝臓、腎臓、脾臓のインジウム濃度の推移よりインジウムの

体内動態について評価を行った。

　ハムスターは1回投与量ITOとして3mg/kg（2.2mg In/kg、ITO 3mg群）およびITO 

6mg/kg（4.5mg In/kg、ITO 6mg群）、対照群には滅菌蒸留水1ml/kgを週2回、16回、

8週間にわたって気管内に反復投与を行った。最終投与後8週、16週、40週、78週目にハム

スターを安楽死させた。肺、肝臓、腎臓、脾臓のインジウム濃度は各臓器の酸湿式灰化後

ICP-MSを用いて測定した。

　各群の総投与量はインジウムとして、ITO 3mg群では4.8mg±0.4mg、ITO 6mg群では

9.5±0.9mgであった。ITO 6mg群の肺中のインジウム濃度は8週から40週では経時的に減

少したが、40週から78週ではほぼ横ばいで推移した。ITO 3mg群では8週から78週まで経

時的に徐々に減少し、肺におけるインジウムの生物学的半減期は194.7週（3.7年）であった。

一方、肝臓、腎臓、脾臓では臓器中インジウム量は経時的に増加した。ITOの経気道性吸入で

はインジウムの肺クリアランスは非常に遅く、臓器蓄積性が高いことが明らかになった。

当該施設で行った
事業の概要および
この施設を利用して
得られた成果

インキュベーター・テナント活動状況15
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シリコンバレールーム　http://qrec.kyushu-u.ac . jp/reservations/sroom/

　産学連携棟Ⅰ（アントレプレナーシップ・センター）2階201号室（シリコンバレールーム）は2011年4月にオープンしました。
　レイアウトは４部屋に分かれており、パブリックスペースについては、C&CやAC等QRECのプロジェクトに採択された
九州大学の在学生、QREC科目の受講生が自由にミーティングや交流スペースとして利用できます。
　また、壁面のほとんどをホワイトボードにしていますので、様々な使い方ができるようになっています。

創造パビリオン（ゼミナール室・資料閲覧室）　http://qrec.kyushu-u.ac . jp/reservations/pavi l l ion/
　九州大学の教職員、C＆C等QRECのプロジェクトを行う在学生
は、創造パビリオン２階ゼミナール室、資料閲覧室を利用できます。
主に、C＆C審査会や講義室、学会等に利用されています。机と椅
子は自由に配置できますので、グループワークやワークショップなど
様々な講義形式が行えます。

■ ゼミナール室[６０名程度利用可能]

■ 資料閲覧室[１２名程度利用可能]

■ 各室ともに学内無線LAN「kitenet」「edunet」利用可能

※Mountain Viewルーム、San Joseルームは、仕切りのパーティションを外し一体利用可能　
※すべての部屋の壁は、ホワイトボードとして利用可能　

■ パブリック・スペース[30名程度利用可能]
交流スペース　[共有デスクトップPC1台、コピー機1台（有料）、ビデオ会議シス
テム、無線プロジェクター1台、可動式ホワイトボード1台]、スピーカー1セット、
ミキサー1セット、ワイヤレスマイク1本、ピンマイク1本、ゲスト用無線LAN×1

プロジェクター（天井吊）1台、プロジェクターリモコン1個、PC接続コード1
本、マイク４本（卓上マイク1本・ワイヤレスマイク2本・ピンマイク1本）、
DVD再生プレーヤー1台（リモコンあり）、VHSビデオ再生機1台（リモコン
あり）、ホワイトボード、ビデオ会議システム、HDD録画システム、スポット
ライト（照明）、メモパッド付イーゼル（4個）、ゲスト用無線LAN×1
※両部屋ともにプロジェクタ用スクリーンは設置しております。

ミーティング・ルーム（QREC優先使用）

ミーティング・ルーム（学生の優先使用可）

ミーティング・ルーム（同上）

■  Palo Altoルーム[10名程度利用可能]

■  Mountain Viewルーム[10名程度利用可能]

■  San Joseルーム[10名程度利用可能]

■  各室ともに学内無線LAN「kitenet」「edunet」利用可能

プロジェクター（天井吊）1台、プロジェクターリモコン、
PC接続コード、ホワイトボード
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